
あとがき
　福江の中心市街地のほとんどを一夜にして焼き尽くした
福江大火。あの日から50年の歳月が経ちました。ガレキの
上でほこりにまみれ、焦土から新しい街づくりへ先人たち
は英知と努力を結集し、幾多の試練を乗り越え再び、美し
い郷土を作り上げてきました。
　この大火は、福江の町並みが近代化され、生まれ変わる
転機であったとはいえ、その代償はあまりにも大きく、永
久に市民の心から消えることはないでしょう。
　しかしながら、半世紀を経た今日、直接の被災者は減少
し、大火そのものが風化しつつあります。この50周年を機
会に、当時の被災関係資料や節目ごとに発刊してきた福江
大火復興記念誌を紐解き、「50年前のあのとき、何が起こっ
ていたのか」や復興にかけた思いを紹介して、次の世代を
担う子供たちに語り継いで、防災・減災の認識を高めてい
きたいと思います。
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　福江大火後、市民は自衛隊、県や国、全国各地の人々から温かい援助を受け、
復興を目指して立ち上がりました。厳しい状況の中で血のにじむような努力を重ね、
近代的な装いの都市として再生を成し遂げました。
　大火当時、市民の間に「絆」がしっかりと存在していたお陰で、死者は一人も出ませ
んでした。五島市は、この「絆」を大切にしながら、「自分の身は自分で守る」「自分たち
の町は自分たちで守る」という理念のもと、一人ひとりの自覚に根差した「自助」、信頼関
係とつながりによる「共助」、地域防災力を支援する「公助」の連携によって「減災」のま
ちづくりを押し進めてまいります。
　福江大火50年目にあたる平成24年を「地域防災体制の再整備元年」と位置づけ、
市民や地域の防災意識を高める様々な施策を展開してまいります。焦土と化した中心
商店街が復興を成し遂げたことを思い起こし、今後の商店街の再生、活性化の契機に
していただきたいと考えております。
　いま一度、先人の努力に深く感謝するとともに、五島市が市民のみなさまとともに知恵
を出し合いながら、地域のにぎわいや元気を取り戻すことを誓い、未来へのメッセージと
いたします。

福江大火復興50周年記念式典未来へのメッセージ  より

平成24年9月26日
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焼地整地作業
三井楽自衛隊の活躍

　
　
大村、竹松両部隊の出動
・人員　208人　　・期間　9月27日～10月2日
・整地面積　3,497坪　　・整地総排土量　2,403㎥
・危険物除去（十八銀行金庫爆破、煙突除去2、ガラス除

去3、家屋解体3）

地元消防団および奉仕隊の出動
・延作業人員　2,428人　　・灰塵処理面積　31,000坪
・車両（大型ダンプカー 30台、大型三輪車 10台、
　小型三輪車 142台）

その他の主要建物 9月２６日午前中の被災者収容状況
十八銀行、親和銀行、九州相銀、信用組合、郡家病院、
浦医院、虎島医院、井関医院、富井医院、杉山百貨店、
丸川ストア、美松、富久屋旅館、清島旅館

損害見積額
福江大火における損害見積総額は約４０億円である。
損害見積額を建物と内容物に比較してみると

隊員
ブルドーザー

バケット

190人
1台
1台

レッカー 
ダンプカー
大型トラック

1台
5台
3台

収容所名 収容人数
1,200人（入院患者80人）

600人
500人（入院患者150人）
400人（入院患者120人）
300人

9月26日に届いた救援物資
艦艇名 福江入港時間 内　容

おおとり（海上自衛隊）

かささぎ（海上自衛隊）

海竜丸（長崎県）

はっかり（海上自衛隊）

ちくご（海上自衛隊）

潮路丸（九州商船）

主副食、缶詰　500食
毛布540枚、乾パン
8,960食、副食15,024食
県および日赤救援物資
トラック４台分
毛布2,390枚、
乾パン6,080食
物資3,000個、
乾パン
毛布95枚、食料3,111個、
衛生材料432個（長崎新聞より
パン400個、タオル1,000枚）

10:00

11:25

13:00

13:20

15:30

17:30

全国から届いた一般救援物資
米　１梱と10石
麦　3石
うどん　330箱
ラーメン　80梱
パン　2400
クラッカー　50箱
ソーセージ　133
サンマ缶詰　4,397
漬け物　20樽
煮干　292袋
味噌　10樽と35箱
醤油　67ケース890本
塩　2,111袋
ミルク　54箱
ヤクルト　900本
清酒 100箱　小瓶　500本
煙草 791個
衣類（新）　2梱と3,626
衣類（古）　6,228
毛布　17梱と31
タオル　2梱と3,730

運動靴　1,000足
かさ（古）　680
プロパンガス　30セット
火鉢　209
陶器　37梱
バケツ　28
ちり紙　24梱
日用品　3梱
懐中電灯　10箱
薬品　13箱
オルゴール　60個
工芸品　50個
喫煙具　54
ノート　5箱
鉛筆　1,000
文具　31梱
佃煮　6箱
納豆　2箱
お茶　2箱
石けん　4箱
雨具　32

福江小学校
宗 念 寺
観 音 寺
中 野 寺
大 乗 寺

昭和37年9月26日
福江大火
福小へきち集会所に災害対策本部と市役所仮庁舎を設置
10月7日
福江市火災復興土地区画整理事業の建設大臣公示
昭和38年4月26日
外壕公園完成
5月19日
裁判所完成
6月21日
福江税務署完成
7月1日
検察庁・法務局合同庁舎完成
7月12日
福江警察署完成
7月18日
福江拘置所完成
9月26日
福江大火１周年記念行事を挙行
10月22日
福江空港完成
12月14日
福江信用組合完成
昭和39年2月25日
専売公社完成
3月25日
福江市共済組合完成
3月31日
五島支庁舎完成
8月8日
公立五島病院と日赤病院が統合し五島病院の発足が決定
8月25日
福江幼稚園完成
9月18日
福江郵便局完成
9月21日
NHK福江テレビ局完成
12月1日
NBC福江テレビ局完成
昭和40年
消防署庁舎完成（常備消防を設置）
昭和41年
大火後の区画整理により新町界町名を実施

全　　　　　　焼
1 世帯 1 人当 1 世帯 1 人当そ　の　他

半　　　焼
配　分　額

5,000

11,000

3,000

2,500

3,000

間借人、ほか
  2,000

間借人、ほか
  3,000

店 舗、家 主
10,000

2,500

5,500

1,500

1,000

1,500

11,090,000 円

15,124,000 円

第 1 回
３７年１０月１９日
第 2 回

３７年１２月２１日
第 3 回
３８年１０月２４日

消火に動員した設備と団員数

被災状況

おもな焼失建物の焼失坪数と損害額
主要官分署の焼出建物総坪数は2,423.8坪、損害総額は４億5,000万円。

被災面積
被災戸数
被災世帯
被災人員
死　　者

13.2ha
全焼 ５９６戸
全焼 ７９７世帯
３,９３６人
０人

半焼 ８戸
半焼 １４世帯

出動区分 福江市消防団
４台

２４台
７３５人

他町の応援 合　計
０台

２５台
８１０人

４台
４９台

１,５４５人

消 防 自 動 車
小型動力ポンプ
団 　 員 　 数

461.0坪　3,000万円
45.8坪　　160万円
34.5坪　　138万円
87.3坪　　175万円
60.3坪　　180万円

194.0坪
190.0坪
189.0坪
143.0坪
99.0坪

666.０坪
64.０坪
70.0坪

120.0坪

市 役 所 庁 舎
市 立 幼 稚 園
市 消 防 車 車 庫
公 設 小 売 市 場
市 立 武 道 場
長崎県五島支庁
福 江 税 務 署
福 江 警 察 署
福 江 郵 便 局
福 江 専 売 公 社
公 立 五 島 病 院
五 島 教 育 会 館
県農業協同組合
私立双葉幼稚園

区 分 損 害 見 積 額
内 容 物建 物 計

世
帯
数

商

業

関

係

公

共

施

設

官 公 署

病院及び診療所

一 般 住 宅

15

13

407

35

113

24

11

37

20

89

47

1,000

9,810 5,811

30,000 15,000

10,500 22,500

48,840建　物

内容物 51,600

39,1809,100

16,950 20,869

8,020

36,000

2,300

5,010

40,50011,100

10,600

3,210

3,000
26,700

100

720

1,500

衣 類 品 店

食 料 品 店

日用雑貨店

薬 品 化 粧

機 械 建 材
家 庭 金 物

旅 館

サービス業

・・・その他

水 道

道 路

九 州 電 力

電 信 電 話

損 害 見 積 総 額

万円
45,000

万円
33,000

万円
29,700

万円
13,810

万円
51,600

万円
7,310

万円
11,620

万円
37,819

万円
48,280

万円
100,440

万円
15,621

万円
3,320

179,500万円811 214,700万円 397,520万円

復興資金へ
（4.4％）1,407,207

商工会議所へ
（2.3％）720,523

高校生へ
（2.2％）707,849

児童救済へ
（1.4％）451,000

その他
（0.4％）105,950

市役所職員へ
（0.7％）222,400

一般見舞金
（88.6％）
28,028,309

総　額
31,643,238
　　　円

復興年表 見舞金配分状況
・福江市からの見舞金（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円
　半焼　1世帯　3,000円
・日本赤十字社からの見舞金は278万円（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円　　557世帯　2,785,000円
　半焼　1世帯　2,500円　　　 5世帯　　 12,500円
・義損金受入および配分

一般見舞金配分額（全国からの一般見舞金は約2,800万円）

受入額
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消防団員

熱いっ！
首すじを熱風が襲う！
雨戸を盾に消火活動！

人命救助に
最善を尽くせ！

入院患者を
安全な場所へ移せ!

警察署長

サーッと火の柱が通
り抜け、

市役所が焼けたあ
の凄まじ

い恐ろしさが忘れら
れない。

市　民

ガスが爆発するぞ、
早く避難しろ！
消防団員

警察署長

新栄町、本町も危険。
すぐに避難せよ。

命が大事か、物が大事か！
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上
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新
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、池
田
町
、
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、
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江
町
、延
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一
滴
の
水
も
出
な
い

福
江
警
察
署
に
延
焼

サイレンを鳴らす消防車に飛び
乗り、現場に到着し水利を海に
求めたが干潮のため十分な海
水が取れず、スコップで掘り下
げてやっと平常の水圧になった。

消防団員

パリパリという音に目が覚め、

戸の隙間から外を見るとすぐ

横に火が見えたので、急いで

身支度した。停電になり何も

持ち出せなかった。

市　民

父と母に起こされパジャマを着

たまま、目の前の五島高校へ

避難した。母は慌てて家族の

枕だけを風呂敷に包みうろうろ

していた。

市　民

兄弟宅へ消火の応援へ行っ
たが、我家が危ないと気づ
いたときにはもう交通遮断
されて持出し品はゼロ。

市　民

燃え上がる建物、市役所か

夜空を焦がす
炎と煙が立ちこめる市街地

出火元と思われる旧九州商船倉庫付近

アッと気づいたときの火の
手の回りが早かった。まさ
かと思ううちにすごい音で火
の手が迫ってきた。

市　民

福江教会に迫る火の粉

次第に勢いを増す火は街を次々に飲み込んでいった

堀
町
、東
町
、本
町
、北
町
、延
焼

郵
便
局
、税
務
署
、市
役
所
消
失

1962年
9月26日
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、商
店
街
か
ら
官
公
庁
ま
で

市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
を
飲
み
込
ん
で
焼
つ
く
し
、県
下

で
は
戦
後
最
大
の
火
災
と
な
って
し
ま
っ
た
。

押
し
寄
せ
る
火
の
海
の
中
を

逃
げ
惑
う
者
、泣
き
叫
ぶ
者
、

半
狂
乱
で
助
け
を
求
め
る
者
、

ま
る
で
地
獄
絵

写真キャプション

炎
上
6
時
間
。

そ
の
と
き
何
が
！

波
浪
注
意
報
下
の
強
風

（
最
大
風
速
12
m
）

東
浜
町

大
波
止
海
岸
通
り

旧
九
州
商
船
倉
庫
付
近
で
出
火

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

消
防
団
員
招
集

市
役
所
宿
直
員

火
災
通
報
を
受
け
る

消
防
団
員
、火
災
現
場
到
着

放
水
開
始

石
油
店
へ
燃
え
移
り

火
柱
が
立
つ

消
防
団
長・市
長・

警
察
署
長
で
酒
屋
町
に

警
備
本
部
を
設
置

東
浜
町
、酒
屋
町
、

上
町
、萬
町
、新
町
、延
焼

破
壊
消
防
断
念

県
警
本
部
へ
電
話
連
絡

以
降
は
パ
ト
カ
ー
無
線
の
み

県
が
災
害
救
助
法
を

適
用
し
救
援
活
動
開
始

公
立
五
島
病
院
延
焼

五
島
支
庁
延
焼 県

、県
庁
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置

海
上
保
安
部

福
江
海
上
保
安
署
に

無
線
連
絡
代
行

新
栄
町
、池
田
町
、

江
戸
町
、

福
江
町
、延
焼

一
滴
の
水
も
出
な
い

福
江
警
察
署
に
延
焼

サイレンを鳴らす消防車に飛び
乗り、現場に到着し水利を海に
求めたが干潮のため十分な海
水が取れず、スコップで掘り下
げてやっと平常の水圧になった。

消防団員

パリパリという音に目が覚め、

戸の隙間から外を見るとすぐ

横に火が見えたので、急いで

身支度した。停電になり何も

持ち出せなかった。

市　民

父と母に起こされパジャマを着

たまま、目の前の五島高校へ

避難した。母は慌てて家族の

枕だけを風呂敷に包みうろうろ

していた。

市　民

兄弟宅へ消火の応援へ行っ
たが、我家が危ないと気づ
いたときにはもう交通遮断
されて持出し品はゼロ。

市　民

燃え上がる建物、市役所か

夜空を焦がす
炎と煙が立ちこめる市街地

出火元と思われる旧九州商船倉庫付近

アッと気づいたときの火の
手の回りが早かった。まさ
かと思ううちにすごい音で火
の手が迫ってきた。

市　民

福江教会に迫る火の粉

次第に勢いを増す火は街を次々に飲み込んでいった

堀
町
、東
町
、本
町
、北
町
、延
焼

郵
便
局
、税
務
署
、市
役
所
消
失

1962年
9月26日
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■犠牲者ゼロの理由
「人命救助に全力を尽くせ。特に各病院の
入院患者を安全な場所へ移せ。素早く的確
に徹底的に行え」
　猛威をふるう大火の中、当時の福田警察署長と
田口市長が先頭に立ち、避難誘導が迅速に行われた。
荷物を取りに帰る市民を制止し、大火を予想して
入院患者を早めに退避させた冷静な対応が
功を奏したのだ。

被
災
戸
数
６
０
４
、犠
牲
者
な
し

　
ま
さ
に
ガ
レ
キ
の
山
だ
っ
た
。
燃
え
る
も
の
は
す
べ
て
燃
え

つ
く
し
、
庭
や
畑
に
植
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
立
木
だ

け
が
黒
く
焦
げ
て
立
っ
て
い
た
。
焼
け
野
原
に
は
ま
だ
余
燼

が
く
す
ぶ
り
、何
も
さ
え
ぎ
る
も
の
も
な
い
焼
け
跡
か
ら
広
々

と
海
が
見
渡
せ
た
。
鬼
岳
も
見
え
た
。
そ
の
年
建
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
福
江
教
会
の
十
字
架
を
つ
け
た
尖
塔
が
真
っ
白
に

ひ
かって
い
た
。（
福
江
市
大
火
復
興
20
周
年
記
念
誌
よ
り
転
載
）

消
防
団
の
闘
い
は
鎮
火
後
も
続
い
た

　
一
夜
明
け
る
と
、
焦
土
と
化
し
た
福
江
の
ま
ち
が
姿
を
表

し
た
。
一
面
の
焼
け
野
原
は
、
か
つ
て
道
路
が
あ
っ
た
場
所
も

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
す
べ
て
を
焼
き
つ
く
し
て
い
た
。
8
時
10
分

鎮
火
。
し
か
し
、
夕
方
に
な
っ
て
も
残
り
火
が
く
す
ぶ
り
、
ま

ち
に
白
煙
と
熱
気
を
放
っ
た
。
消
防
団
の
消
火
活
動
は
、
鎮

火
後
も
続
い
た
。

焼
け
野
原
に

響
き
渡
る

自
衛
隊
の
エ
ン
ジ
ン
音

　
朝
８
時
、
三
井
楽
自
衛
隊
１
９
０
人
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

１
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
５
台
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
3
台
が
到
着

し
て
、
す
ぐ
さ
ま
焼
け
跡
の
整
地
作
業
が
始
ま
り
、
ガ
レ

キ
と
化
し
た
福
江
警
察
署
、
公
立
五
島
病
院
、
五
島
支

庁
の
残
骸
が
次
々
と
片
付
け
ら
れ
て
いっ
た
。
当
日
夜
に

は
、
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊

１
８
４
人
と
車
両
１９
台
も
到
着
。
翌
27
日
に
は
１
３
０

人
の
隊
員
が
到
着
し
て
い
る
。

木
造
住
宅
が
密
集
す
る

無
防
火
都
市

　
東
浜
町
か
ら
酒
屋
町
に
か
け
て
の
商
店
街

は
、
木
造
店
舗
が
密
集
し
道
幅
も
狭
く
防
火

壁
も
な
い
た
め
、
火
災
が
広
が
り
や
す
い
条

件
を
備
え
て
い
た
。

乾
燥
し
た
空
気
と
強
風
が

火
を
煽
る

　
波
浪
注
意
報
が
発
令
中
で
時
折
突
風
が
吹

き
、
数
日
前
か
ら
の
晴
天
続
き
で
空
気
も
乾

燥
し
て
い
た
。
火
元
か
ら
風
下
に
中
心
街
が

広
が
り
、
風
に
あ
お
ら
れ
た
炎
が
火
の
粉
に

な
って
飛
び
火
し
て
いっ
た
。

不
十
分
な
消
火
設
備
で

初
期
消
火
が
進
ま
ず

　
当
時
、
福
江
市
に
は
消
防
署
が
な
く
初
期

消
火
に
時
間
が
か
かっ
た
。
消
火
設
備
は
、
消

防
車
４
台
と
手
引
き
・
可
搬
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
24
台
。
ち
ょ
う
ど
干
潮
時
間
と
か
さ
な
り
、

海
か
ら
取
水
で
き
ず
、
出
火
か
ら
放
水
開
始

ま
で
30
分
弱
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
各
家
庭
で
消
火
の
た
め
に
水
道
水
を

使
っ
た
た
め
消
火
栓
の
水
圧
も
不
足
し
た
。

我
が
家
の

焼
け
跡
に

茫
然

自
失
の

市
民

当日のうちに海上自衛隊艦によって救援物資が
次々に届いた

九州電力五島営業所に合同対策本部を設置 火勢が衰えても焼け跡に白煙が立ち上る市街地

県
が
現
地
災
害
対
策
本
部
を

旧
九
州
電
力

五
島
営
業
所
に
設
置

各
町
か
ら

消
防
応
援
隊
到
着

福江市が災害対策本部を
福江小学校体育館に設置
救援物資の陸揚げ・配分など
救助班担当が決まる

海
上
自
衛
艦

「
お
お
と
り
」が

佐
世
保
を
出
航

三
井
楽
自
衛
隊
が

復
旧
活
動
開
始鎮

火
海
上
自
衛
隊
艦

「
お
お
と
り
」

救
援
物
資
到
着

海
上
自
衛
隊
艦「
か
さ
さ
ぎ
」

救
援
物
資
到
着

県
知
事
到
着

「
海
竜
丸
」長
崎
県・

日
赤
救
援
物
資
到
着

仮
の
警
察
署
を

天
主
堂
内
に
設
置

　

海
上
自
衛
隊
艦「
は
っ
か
り
」救
援
物
資
到
着

九
州
電
力
福
江
事
務
所
で

災
害
対
策
連
絡
協
議
会
開
催

復
興
対
策
に
つ
い
て
協
議

海
上
自
衛
隊
艦「
ち
く
ご
」

救
援
物
資
到
着

九
州
商
船「
潮
路
丸
」

救
援
物
資
到
着

陸
自
災
害
派
遣
部
隊
到
着

（
54
人
）

陸
自
災
害
派
遣
部
隊・

車
両
到
着（
1
3
0
人
、19
台
）
 

消防団員

「これで助かった」
と思ったら、

全身の力が抜けた。

放心状態でした。水一滴も
かけられず、焼け跡にビン類
が流れたようになっていた。

市　民

未明に焼け出され
た母が男物の

オーバーを着せて
もらい、少し

震えて大乗寺の階
段に立ってい

るのを見つけ「お
母さん、こん

なひどい目に合わせ
てごめんね」

と大泣きした。 市　民

焼けたぼくの家を見に行くと、まだ煙がくすぶっていて、目が真っ赤になって苦しかった。地面がカッカと焼けていて足の裏が熱くて飛ぶようにして歩いた。
小学生

まさか自分の家まで燃えるとは
思いませんでした。火元から
家までの間に道が２本もあり、
それで防ぐことができると思って
いた。

市　民

錦町の通りにたたずむと、視

界を横切るものもなく遠くの

海が一望できる街の哀れな

姿に茫然として涙が流れた。

市　民

悪条件が重なり戦後県下最大の火災へ

大
火
の
原
因

焦土と化した被災地
の全景。
被災面積13.2ha、
被災戸数604戸、
全焼797世帯、
半焼14世帯、
被災人数3,936人

当時の堀町通り
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■犠牲者ゼロの理由
「人命救助に全力を尽くせ。特に各病院の
入院患者を安全な場所へ移せ。素早く的確
に徹底的に行え」
　猛威をふるう大火の中、当時の福田警察署長と
田口市長が先頭に立ち、避難誘導が迅速に行われた。
荷物を取りに帰る市民を制止し、大火を予想して
入院患者を早めに退避させた冷静な対応が
功を奏したのだ。

被
災
戸
数
６
０
４
、犠
牲
者
な
し

　
ま
さ
に
ガ
レ
キ
の
山
だ
っ
た
。
燃
え
る
も
の
は
す
べ
て
燃
え

つ
く
し
、
庭
や
畑
に
植
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
立
木
だ

け
が
黒
く
焦
げ
て
立
っ
て
い
た
。
焼
け
野
原
に
は
ま
だ
余
燼

が
く
す
ぶ
り
、何
も
さ
え
ぎ
る
も
の
も
な
い
焼
け
跡
か
ら
広
々

と
海
が
見
渡
せ
た
。
鬼
岳
も
見
え
た
。
そ
の
年
建
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
福
江
教
会
の
十
字
架
を
つ
け
た
尖
塔
が
真
っ
白
に

ひ
かって
い
た
。（
福
江
市
大
火
復
興
20
周
年
記
念
誌
よ
り
転
載
）

消
防
団
の
闘
い
は
鎮
火
後
も
続
い
た

　
一
夜
明
け
る
と
、
焦
土
と
化
し
た
福
江
の
ま
ち
が
姿
を
表

し
た
。
一
面
の
焼
け
野
原
は
、
か
つ
て
道
路
が
あ
っ
た
場
所
も

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
す
べ
て
を
焼
き
つ
く
し
て
い
た
。
8
時
10
分

鎮
火
。
し
か
し
、
夕
方
に
な
っ
て
も
残
り
火
が
く
す
ぶ
り
、
ま

ち
に
白
煙
と
熱
気
を
放
っ
た
。
消
防
団
の
消
火
活
動
は
、
鎮

火
後
も
続
い
た
。

焼
け
野
原
に

響
き
渡
る

自
衛
隊
の
エ
ン
ジ
ン
音

　
朝
８
時
、
三
井
楽
自
衛
隊
１
９
０
人
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

１
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
５
台
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
3
台
が
到
着

し
て
、
す
ぐ
さ
ま
焼
け
跡
の
整
地
作
業
が
始
ま
り
、
ガ
レ

キ
と
化
し
た
福
江
警
察
署
、
公
立
五
島
病
院
、
五
島
支

庁
の
残
骸
が
次
々
と
片
付
け
ら
れ
て
いっ
た
。
当
日
夜
に

は
、
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊

１
８
４
人
と
車
両
１９
台
も
到
着
。
翌
27
日
に
は
１
３
０

人
の
隊
員
が
到
着
し
て
い
る
。

木
造
住
宅
が
密
集
す
る

無
防
火
都
市

　
東
浜
町
か
ら
酒
屋
町
に
か
け
て
の
商
店
街

は
、
木
造
店
舗
が
密
集
し
道
幅
も
狭
く
防
火

壁
も
な
い
た
め
、
火
災
が
広
が
り
や
す
い
条

件
を
備
え
て
い
た
。

乾
燥
し
た
空
気
と
強
風
が

火
を
煽
る

　
波
浪
注
意
報
が
発
令
中
で
時
折
突
風
が
吹

き
、
数
日
前
か
ら
の
晴
天
続
き
で
空
気
も
乾

燥
し
て
い
た
。
火
元
か
ら
風
下
に
中
心
街
が

広
が
り
、
風
に
あ
お
ら
れ
た
炎
が
火
の
粉
に

な
って
飛
び
火
し
て
いっ
た
。

不
十
分
な
消
火
設
備
で

初
期
消
火
が
進
ま
ず

　
当
時
、
福
江
市
に
は
消
防
署
が
な
く
初
期

消
火
に
時
間
が
か
かっ
た
。
消
火
設
備
は
、
消

防
車
４
台
と
手
引
き
・
可
搬
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
24
台
。
ち
ょ
う
ど
干
潮
時
間
と
か
さ
な
り
、

海
か
ら
取
水
で
き
ず
、
出
火
か
ら
放
水
開
始

ま
で
30
分
弱
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
各
家
庭
で
消
火
の
た
め
に
水
道
水
を

使
っ
た
た
め
消
火
栓
の
水
圧
も
不
足
し
た
。

我
が
家
の

焼
け
跡
に

茫
然

自
失
の

市
民

当日のうちに海上自衛隊艦によって救援物資が
次々に届いた

九州電力五島営業所に合同対策本部を設置 火勢が衰えても焼け跡に白煙が立ち上る市街地

県
が
現
地
災
害
対
策
本
部
を

旧
九
州
電
力

五
島
営
業
所
に
設
置

各
町
か
ら

消
防
応
援
隊
到
着

福江市が災害対策本部を
福江小学校体育館に設置
救援物資の陸揚げ・配分など
救助班担当が決まる

海
上
自
衛
艦

「
お
お
と
り
」が

佐
世
保
を
出
航

三
井
楽
自
衛
隊
が

復
旧
活
動
開
始鎮

火
海
上
自
衛
隊
艦

「
お
お
と
り
」

救
援
物
資
到
着

海
上
自
衛
隊
艦「
か
さ
さ
ぎ
」

救
援
物
資
到
着

県
知
事
到
着

「
海
竜
丸
」長
崎
県・

日
赤
救
援
物
資
到
着

仮
の
警
察
署
を

天
主
堂
内
に
設
置

　

海
上
自
衛
隊
艦「
は
っ
か
り
」救
援
物
資
到
着

九
州
電
力
福
江
事
務
所
で

災
害
対
策
連
絡
協
議
会
開
催

復
興
対
策
に
つ
い
て
協
議

海
上
自
衛
隊
艦「
ち
く
ご
」

救
援
物
資
到
着

九
州
商
船「
潮
路
丸
」

救
援
物
資
到
着

陸
自
災
害
派
遣
部
隊
到
着

（
54
人
）

陸
自
災
害
派
遣
部
隊・

車
両
到
着（
1
3
0
人
、19
台
）
 

消防団員

「これで助かった」
と思ったら、

全身の力が抜けた。

放心状態でした。水一滴も
かけられず、焼け跡にビン類
が流れたようになっていた。

市　民

未明に焼け出され
た母が男物の

オーバーを着せて
もらい、少し

震えて大乗寺の階
段に立ってい

るのを見つけ「お
母さん、こん

なひどい目に合わせ
てごめんね」

と大泣きした。 市　民

焼けたぼくの家を見に行くと、まだ煙がくすぶっていて、目が真っ赤になって苦しかった。地面がカッカと焼けていて足の裏が熱くて飛ぶようにして歩いた。
小学生

まさか自分の家まで燃えるとは
思いませんでした。火元から
家までの間に道が２本もあり、
それで防ぐことができると思って
いた。

市　民

錦町の通りにたたずむと、視

界を横切るものもなく遠くの

海が一望できる街の哀れな

姿に茫然として涙が流れた。

市　民

悪条件が重なり戦後県下最大の火災へ

大
火
の
原
因

焦土と化した被災地
の全景。
被災面積13.2ha、
被災戸数604戸、
全焼797世帯、
半焼14世帯、
被災人数3,936人

当時の堀町通り
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焼
け
跡
の
ガ
レ
キ
除
去
作
業

　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
を
使
って
ガ
レ
キ

を
手
際
よ
く
片
付
け
る
自
衛
隊
に
、
消
防
団

や
各
地
区
の
奉
仕
隊
も
加
わ
っ
た
。
町
内
会

連
合
会
や
、
五
島
高
校
の
生
徒
ら
も
こ
の
作

業
に
汗
を
流
し
た
。
焼
け
跡
か
ら
放
射
す
る

熱
気
と
残
暑
の
中
で
の
作
業
は
、
か
な
り
の
体

力
を
消
耗
し
た
だ
ろ
う
。
今
朝
ま
で
燃
え
て
い

た
こ
と
が
肌
で
わ
か
る
ほ
ど
の
熱
気
を
浴
び
な

が
ら
の
作
業
。
力
を
合
わ
せ
た
ガ
レ
キ
除
去
は
、

火
災
か
ら
約
１
週
間
続
い
た
。

救
援
物
資
の
分
配

膨
大
な
支
援
物
資
の
分
配
に

ひ
と
苦
労

　
自
衛
隊
か
ら
の
救
援
物
資
以
外
に
、
日
本

赤
十
字
等
の
災
害
救
助
物
資
、
全
国
各
地
か

ら
の
一
般
の
方
々
か
ら
様
々
な
見
舞
品
が
連
日

到
着
し
た
。
食
料
品
、
衣
類
、
生
活
用
品
、

学
用
品
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
多
彩
な
品
目

だ
っ
た
。
被
災
者
へ
配
給
す
る
た
め
の
仕
分
け

に
は
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生
、
婦
人
会
、

官
公
署
の
職
員
な
ど
が
協
力
。
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
者
の
指
示
に
従
い
、
一
生
懸
命
作
業
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

物
価
安
定
対
策

婦
人
会
に
よ
る
直
売
所
オ
ー
プ
ン

　
大
火
後
の
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
値
上

が
り
防
止
対
策
と
し
て
、
婦
人
会
に
よ
る
直

売
所
が
福
江
小
学
校
横
の
空
き
地
に
設
置
さ

れ
た
。
市
周
辺
地
区
の
婦
人
会
の
協
力
で
野

菜
類
な
ど
の
無
料
提
供
を
受
け
て
市
価
の
半

分
ほ
ど
の
価
格
で
販
売
。
収
益
金
の
す
べ
て
は
、

被
災
会
員
の
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
。

医
療
対
策

消
防
団
員
の
目
に
針
状
の
異
物

　
福
江
小
学
校
に
公
立
五
島
病
院
仮
診
療
所

と
日
赤
無
料
診
療
班
が
、
被
災
者
の
無
料
診

断
を
実
施
。
罹
災
病
院
や
診
療
所
の
入
院
患

者
は
、
市
内
医
療
施
設
に
分
散
さ
れ
た
。
眼

科
医
の
自
発
的
な
協
力
に
よ
り
無
料
診
療
所

も
設
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
真
っ
赤
な
目
を

し
た
消
防
団
員
の
姿
が
あ
っ
た
。
火
の
近
く
で

消
防
活
動
し
て
い
た
彼
ら
の
目
に
は
小
さ
な
針

状
の
異
物
が
た
く
さ
ん
刺
さ
って
い
た
と
い
う
。

　失
意
に
沈
む
市
民
の
姿
が
見
ら

れ
る
な
か
、
朝
方
に
到
着
し
た
自

衛
隊
は
精
力
的
に
救
援
作
業
を
開

始
し
た
。
市
も
活
動
を
始
め
た
。

災
害
対
策
本
部
で
は
調
査
班
を
10

班
編
成
し
、
被
災
者
の
実
態
調
査

を
行
っ
て
収
容
所
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、

救
援
物
資
の
受
け
入
れ
、
配
給
準

備
を
整
え
た
。
自
衛
隊
艦
に
よ
っ

て
続
々
と
到
着
し
た
品
は
被
災
者

に
渡
り
、
支
給
さ
れ
た
毛
布
に
く

る
ま
っ
て
被
災
第
一
夜
を
明
か
し

た
人
も
多
か
っ
た
。

　自
衛
隊
の
力
強
い
姿
や
救
援
物

資
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
市
民
の
心

に
復
興
意
欲
が
生
ま
れ
る
の
に
、

そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

「
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
焼
け
ま
し
た
か

ら
ね
。
こ
れ
か
ら
大
変
だ
ぞ
と
考

え
る
半
面
、
気
持
ち
の
整
理
は
早

か
っ
た
」

　復
興
は
、
朝
日
と
と
も
に
す
で

に
始
ま
っ
て
い
た
。
街
は
こ
こ
か
ら

は
じ
ま
る
。

救
援
活
動 街

は
こ
こ
か
ら

は
じ
ま
る

廃
墟
か
ら

立
ち
上
が
れ

自
衛
隊
に
続
け
！

救
援
活
動
の

先
頭
に
立
つ
市
職
員
。

一丸
と
な
る
市
民
。

力
を
合
わ
せ
る
と
き
は
今
。

福江小学校に設置された災害対策本部
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大火から1年後。本町通り。

思
い
切
っ
た
復
興
計
画
を
推
進

　
２６
日
に
開
か
れ
た
災
害
対
策
連
絡
協
議
会

で
復
興
対
策
に
つ
い
て
協
議
。
大
火
の
原
因
と

な
っ
た
環
境
改
善
策
と
し
て
、
県
か
ら
主
に
次
の

4
点
を
あ
げ
ら
れ
た
。

①
都
市
計
画
事
業
と
し
て
区
画
整
理
方
式
に

よ
り
復
興
を
は
か
る

②
計
画
範
囲
は
焼
失
区
域
に
周
辺
の
一
部
を

入
れ
た
範
囲

③
復
興
の
骨
格
と
な
る
街
路
は
幅
員
１６
m
道

路
を
縦
横
に
３
本
配
置

④
区
画
整
理
内
に
公
園
を
２
カ
所
配
置

　
１６
メ
ー
ト
ル
道
路
の
説
明
の
際
に
は
「
そ
ん
な

に
広
い
道
路
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
ざ
わ
め
き

が
起
こ
っ
た
が
、
市
長
は
理
想
的
な
近
代
都
市

建
設
の
信
念
を
貫
き
、
復
興
事
業
を
県
に
委

託
し
た
。

変
化
の
痛
み
と
理
想
の
狭
間
で

　
大
火
を
転
機
に
、
将
来
を
見
据
え
た
防
災

機
能
を
備
え
、
住
み
や
す
く
文
化
的
な
都
市

建
設
を
目
的
と
し
て
、
区
画
整
理
を
行
う
復

興
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
計
画
の
概
要
は
、
用

途
地
域
の
策
定
、
街
路
計
画
、
区
画
整
理
の

３
点
。
こ
の
う
ち
街
路
計
画
は
、
メ
イ
ン
街
路

８
本
、
延
長
１４
．５
k
m
と
い
う
構
想
。
新
栄

町
通
り
と
本
町
通
り
の
１６
m
道
路
に
つ
い
て
は
、

車
道
と
歩
道
の
区
別
が
な
い
狭
い
道
で
生
活
し

て
き
た
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
驚
き
だ
っ
た
。
ま

た
、
土
地
区
画
整
理
で
は
、
道
路
の
拡
幅
や
新

設
道
路
、
公
園
用
地
確
保
の
た
め
、
被
災
地

商
店
街
住
民
に
無
償
で
土
地
提
供
が
求
め
ら
れ

た
た
め
、
反
対
運
動
も
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

市
民
の
不
満
と
反
対
の
声
の
矛
先
は
田
口
市
長

に
向
か
い
、
毎
日
の
よ
う
に
罵
詈
雑
言
を
浴
び

せ
ら
れ
た
。「
市
長
が
狙
わ
れ
て
い
る
」
と
の
物

騒
な
噂
が
流
れ
、
市
長
に
福
江
署
の
護
衛
が
つ

く
こ
と
も
あ
っ
た
。
佐
藤
知
事
宛
に
も
数
百
も

の
反
対
の
電
報
が
届
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
は
各
町
内
会
別
に
説
明
会

を
開
催
し
、
粘
り
強
く
協
力
を
求
め
た
。
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
広
報
紙
な
ど
を
配
布
し
、

住
民
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

商
店
街
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
新
し
い

町
づ
く
り

　
大
火
か
ら
１０
カ
月
後
、
復
興
街
路
の
第
一
号

「
東
町
通
り
」
が
完
成
し
た
。
夏
頃
に
は
他
の

街
路
も
整
備
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
道
路
に
人

通
り
が
増
え
た
。
反
対
運
動
が
姿
を
消
し
市
民

の
協
力
団
体
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
新
し
い
町
づ

く
り
は
急
ピッ
チ
で
進
ん
だ
。

　
被
災
か
ら
4
年
後
の
昭
和
４１
年
8
月
末
に
事

業
が
完
了
し
た
。
要
し
た
事
業
費
は
３
億
６
千
７

百
万
円
に
上
っ
た
。
街
は
見
事
に
復
興
し
、
離
島

で
は
類
の
な
い
近
代
的
な
都
市
が
誕
生
し
た
。

防火都市建設へ
二度と大災害のない
町づくりを

火災復興土地区画整理設計図

　激甚災害とは、地震や台風などで著しい被害が出たとき、国か
らの特別な援助が必要と認められ法律に基づいて指定された災害
のこと。指定を受けると、国の補助金割合が上乗せされるなど、
被災地の負担が軽減される。
　昭和37年9月6日、「激甚災害に対処するための特別の財政
援助等に関する法律」が公布され、同年4月1日以降に発生し
た災害から適用されることになっていたが福江大火は対象外とされ
ていた。市は政治力を結集し、昭和37年12月11日政令第四
四八号で激甚災害第１号として指定された。

激甚災害第1号の福江大火往
事
を
し
の
ぶ
冊
子
を
発
行

「
素
顔
の
福
江
」

昭
和
37
年
11
月
30
日
発
行

　
大
火
か
ら
約
2
ヶ
月
後
の
11
月
30
日
、
大

火
前
の
福
江
市
の
風
景
や
ま
ち
の
暮
ら
し
が

掲
載
さ
れ
た
冊
子
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
田
口
市

長
の
想
い
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
　
福
江
市
長
　
田
口
馬
次

　
あ
な
た
が
、
本
市
を
お
た
ず
ね
下
さっ
た
こ

と
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　
心
か
ら
ご
歓
迎
申
し
上
げ
た
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
の
小
誌
を
印
行
中
の
過
ぐ
る
9

月
26
日
の
早
朝
、
未
曽
有
の
大
火
が
発
生
い

た
し
ま
し
て
、
非
情
に
も
本
市
の
心
臓
部
で

あ
り
ま
す
中
心
市
街
地
を
完
膚
な
き
ま
で
に

灰
燼
と
瓦
礫
に
帰
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
こ
の
再
建
復
興
に
は
、
長
期
の

歳
月
と
巨
費
を
要
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
小
誌
は
、
往
事
を
偲
ぶ
唯
一
の
遺

品
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
あ
な
た
に
お
贈
り
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
倍
旧
の
ご
同

情
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
こ
の
際
思
い
切
っ
て
区
画
整
理
に
よ

る
新
都
市
計
画
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
。

県
と
し
て
全
面
的
に
協
力
す
る
」
と

佐
藤
県
知
事
が
新
し
い
街
づ
く
り
構

想
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。
と
に
か

く
二
度
と
惨
事
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
。
理
想
的
な
近
代
都
市
を
建

設
す
る
と
不
退
転
の
決
意
に
至
っ
た
。

　
被
災
者
た
ち
は
、
死
に
物
狂
い
で

地
獄
の
底
か
ら
這
い
上
が
ろ
う
と
頑

張
っ
て
、
じ
っ
と
耐
え
た
。
そ
し
て
復

興
を
成
し
遂
げ
た
。

当時の福江市長  田口  馬次 さん

「不燃都市実現へ
～栄光の影に涙あり～」
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大火から1年後。本町通り。

思
い
切
っ
た
復
興
計
画
を
推
進

　
２６
日
に
開
か
れ
た
災
害
対
策
連
絡
協
議
会

で
復
興
対
策
に
つ
い
て
協
議
。
大
火
の
原
因
と

な
っ
た
環
境
改
善
策
と
し
て
、
県
か
ら
主
に
次
の

4
点
を
あ
げ
ら
れ
た
。

①
都
市
計
画
事
業
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し
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区
画
整
理
方
式
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り
復
興
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る

②
計
画
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囲
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焼
失
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に
周
辺
の
一
部
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入
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た
範
囲

③
復
興
の
骨
格
と
な
る
街
路
は
幅
員
１６
m
道

路
を
縦
横
に
３
本
配
置

④
区
画
整
理
内
に
公
園
を
２
カ
所
配
置

　
１６
メ
ー
ト
ル
道
路
の
説
明
の
際
に
は
「
そ
ん
な

に
広
い
道
路
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
ざ
わ
め
き

が
起
こ
っ
た
が
、
市
長
は
理
想
的
な
近
代
都
市

建
設
の
信
念
を
貫
き
、
復
興
事
業
を
県
に
委

託
し
た
。

変
化
の
痛
み
と
理
想
の
狭
間
で

　
大
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を
転
機
に
、
将
来
を
見
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防
災

機
能
を
備
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、
住
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的
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都
市
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設
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し
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区
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整
理
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復

興
計
画
が
立
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さ
れ
た
。
計
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概
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、
用

途
地
域
の
策
定
、
街
路
計
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区
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整
理
の

３
点
。
こ
の
う
ち
街
路
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メ
イ
ン
街
路

８
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延
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．５
k
m
と
い
う
構
想
。
新
栄

町
通
り
と
本
町
通
り
の
１６
m
道
路
に
つ
い
て
は
、

車
道
と
歩
道
の
区
別
が
な
い
狭
い
道
で
生
活
し

て
き
た
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
驚
き
だ
っ
た
。
ま

た
、
土
地
区
画
整
理
で
は
、
道
路
の
拡
幅
や
新

設
道
路
、
公
園
用
地
確
保
の
た
め
、
被
災
地

商
店
街
住
民
に
無
償
で
土
地
提
供
が
求
め
ら
れ

た
た
め
、
反
対
運
動
も
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

市
民
の
不
満
と
反
対
の
声
の
矛
先
は
田
口
市
長

に
向
か
い
、
毎
日
の
よ
う
に
罵
詈
雑
言
を
浴
び

せ
ら
れ
た
。「
市
長
が
狙
わ
れ
て
い
る
」
と
の
物

騒
な
噂
が
流
れ
、
市
長
に
福
江
署
の
護
衛
が
つ

く
こ
と
も
あ
っ
た
。
佐
藤
知
事
宛
に
も
数
百
も

の
反
対
の
電
報
が
届
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
は
各
町
内
会
別
に
説
明
会

を
開
催
し
、
粘
り
強
く
協
力
を
求
め
た
。
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
広
報
紙
な
ど
を
配
布
し
、

住
民
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

商
店
街
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
新
し
い

町
づ
く
り
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後
、
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第
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「
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町
通
り
」
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通
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町
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急
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進
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だ
。
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６
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公立五島病院（現在
の郵便局付近）

1 警察署（現在の本町商店街駐車場）2

本町通り／新栄町角より3 酒屋町通り4

1
2

3

4

ほ
ん
の
数
時
間
の
間
に
焼
け
野
原
と
な
っ
た

古
き
城
下
町
に
栄
え
た
商
店
街
。
大
火
の

記
憶
が
薄
れ
る
な
か
、
さ
ら
に
昔
の
風
景
は

記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
大
火
前
の

あ
の
風
景
を
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
。

焼
け
野
原
に
な
る
前
の

古
き
商
店
街

炎とともに
昔ながらの行事も消えた区画整理で新栄町が４つに分断され、昔ながらの「日ごもり」「こんぴらさん」などの親睦行事がなくなってしまった。復興はすばらしいが失ってしまったものもある。何でも新しければいいというものではないと思う。（市民）

公立病院

福江教会市役所

県五島支庁福江小学校

災害対策本部
市役所仮庁舎
（僻地集会室）税務署郵便局十八銀行警察署

大火の１ヶ月前の町並み大火の１ヶ月前の町並み

三
井
楽
の
航
空
自
衛
隊
の
迅
速
な
救
援
活
動
で
、
市
民

の
復
興
意
欲
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
４２

年
７
月
に
発
生
し
た
福
江
大
水
害
の
時
も
、
復
旧
作
業

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
一
同
今
で
も

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
経
験
者
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
か
？

50
年
前
の
福
江
大
火
の
際
に
迅
速
か
つ
適
切
に
救
援
活

動
等
を
実
施
し
た
先
輩
自
衛
官
の
活
躍
を
、
我
々
後
輩

一
同
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
歳
月
と

と
も
に
記
憶
も
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
輩
自
衛
官

の
偉
業
を
後
輩
自
衛
官
に
語
り
継
ぎ
、
今
後
も
有
事
の
際
に
国
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
心
強
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
日
々
訓

練
し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
有
事
の

対
応
力
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
活
動

状
況
を
通
し
て
、
五
島
に
お
け
る
自
衛
隊
の
役
割
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
三
井
楽
の
航
空
自
衛
隊
か

ら
、
災
害
派
遣
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
任
務
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
五
島
市

唯
一
の
自
衛
隊
の
部

隊
と
し
て
速
や
か
に
災
害
派

遣
活
動
が
実
施
可
能
な
体
制

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
五
島
市
、
警

察
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

積
極
的
に
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
、
地
域
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
自
衛
隊
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q1A1Q2A2 自
衛
隊
に
聞
き
ま
し
た

福
江
大
火
50
周
年
を
迎
え
て大火後　プレハブ－警察　テント－ダケ眼科

大火後　がれきと歩行者
手前は治安維持にあたる警察官

大火後　自衛隊による復旧作業

機
敏
な
対
応
で

市
民
の
命
を
救
っ
た

福
江
警
察
署

　
福
江
警
察
署
の
迅
速
な
避
難
誘
導
の

お
陰
で
、
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
で
な

か
っ
た
こ
と
や
関
係
機
関
の
無
線
を
借

用
し
て
県
に
状
況
を
連
絡
し
続
け
た
こ

と
、
ま
た
大
火
後
の
混
乱
期
に
県
警
本

部
か
ら
動
員
し
て
も
ら
い
日
夜
警
備
に

当
た
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
田
口
市

長
は
そ
の
適
切
な
対
応
を
大
変
賞
賛
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
同
５０
年

経
っ
た
今
で
も
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た

い
と
の
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
当
時
の
福
江
警
察
署
長
が
感
激
し
、

心
強
か
っ
た
こ
と
が
、「
署
長
、
任
務

は
何
を
や
り
ま
し
ょ
う
か
、
指
示
し
て

下
さ
い
」
と
言
う
三
井
楽
航
空
自
衛
隊

の
鎮
火
後
の
素
早
い
救
援
活
動
の
申
し

入
れ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
衛
隊
に
お
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。

………………………………………………………………………

警察・自衛隊の皆さん
ありがとうございました
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公立五島病院（現在
の郵便局付近）

1 警察署（現在の本町商店街駐車場）2

本町通り／新栄町角より3 酒屋町通り4

1
2

3

4

ほ
ん
の
数
時
間
の
間
に
焼
け
野
原
と
な
っ
た

古
き
城
下
町
に
栄
え
た
商
店
街
。
大
火
の

記
憶
が
薄
れ
る
な
か
、
さ
ら
に
昔
の
風
景
は

記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
大
火
前
の

あ
の
風
景
を
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
。

焼
け
野
原
に
な
る
前
の

古
き
商
店
街

炎とともに
昔ながらの行事も消えた区画整理で新栄町が４つに分断され、昔ながらの「日ごもり」「こんぴらさん」などの親睦行事がなくなってしまった。復興はすばらしいが失ってしまったものもある。何でも新しければいいというものではないと思う。（市民）

公立病院

福江教会市役所

県五島支庁福江小学校

災害対策本部
市役所仮庁舎
（僻地集会室）税務署郵便局十八銀行警察署

大火の１ヶ月前の町並み大火の１ヶ月前の町並み

三
井
楽
の
航
空
自
衛
隊
の
迅
速
な
救
援
活
動
で
、
市
民

の
復
興
意
欲
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
４２

年
７
月
に
発
生
し
た
福
江
大
水
害
の
時
も
、
復
旧
作
業

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
一
同
今
で
も

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
経
験
者
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
か
？

50
年
前
の
福
江
大
火
の
際
に
迅
速
か
つ
適
切
に
救
援
活

動
等
を
実
施
し
た
先
輩
自
衛
官
の
活
躍
を
、
我
々
後
輩

一
同
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
歳
月
と

と
も
に
記
憶
も
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
輩
自
衛
官

の
偉
業
を
後
輩
自
衛
官
に
語
り
継
ぎ
、
今
後
も
有
事
の
際
に
国
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
心
強
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
日
々
訓

練
し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
有
事
の

対
応
力
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
活
動

状
況
を
通
し
て
、
五
島
に
お
け
る
自
衛
隊
の
役
割
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
三
井
楽
の
航
空
自
衛
隊
か

ら
、
災
害
派
遣
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
任
務
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
五
島
市

唯
一
の
自
衛
隊
の
部

隊
と
し
て
速
や
か
に
災
害
派

遣
活
動
が
実
施
可
能
な
体
制

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
五
島
市
、
警

察
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

積
極
的
に
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
、
地
域
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
自
衛
隊
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q1A1Q2A2 自
衛
隊
に
聞
き
ま
し
た

福
江
大
火
50
周
年
を
迎
え
て大火後　プレハブ－警察　テント－ダケ眼科

大火後　がれきと歩行者
手前は治安維持にあたる警察官

大火後　自衛隊による復旧作業

機
敏
な
対
応
で

市
民
の
命
を
救
っ
た

福
江
警
察
署

　
福
江
警
察
署
の
迅
速
な
避
難
誘
導
の

お
陰
で
、
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
で
な

か
っ
た
こ
と
や
関
係
機
関
の
無
線
を
借

用
し
て
県
に
状
況
を
連
絡
し
続
け
た
こ

と
、
ま
た
大
火
後
の
混
乱
期
に
県
警
本

部
か
ら
動
員
し
て
も
ら
い
日
夜
警
備
に

当
た
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
田
口
市

長
は
そ
の
適
切
な
対
応
を
大
変
賞
賛
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
同
５０
年

経
っ
た
今
で
も
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た

い
と
の
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
当
時
の
福
江
警
察
署
長
が
感
激
し
、

心
強
か
っ
た
こ
と
が
、「
署
長
、
任
務

は
何
を
や
り
ま
し
ょ
う
か
、
指
示
し
て

下
さ
い
」
と
言
う
三
井
楽
航
空
自
衛
隊

の
鎮
火
後
の
素
早
い
救
援
活
動
の
申
し

入
れ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
衛
隊
に
お
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。

………………………………………………………………………

警察・自衛隊の皆さん
ありがとうございました
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　当時長崎県下で童話のおじさんとして知られていた西川武治先生が、昭和３７年１０月に大火のおみまいに来られ、子ど
もたちにお話しをした。「復興の陽が昇る」の詩を寄せていただき、励ましと勇気をいただいた。西川先生の「花いっぱい」
の童話は、長崎県の花いっぱい運動の導火線となったと言われている。

「復興の陽が昇る」の詩で勇気をもらう
～当時の小学校の先生～

不
屈
の
ど
根
性
精
神
が
復
興
の
力

　
福
江
の
ま
ち
は
、
国
や
県
、
そ
し
て
全
国

各
地
の
人
々
か
ら
温
か
い
援
助
を
受
け
て
、
離

島
で
は
類
の
な
い
近
代
的
な
都
市
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
復
興
の
力
は
、
焦
土

と
化
し
た
あ
の
焼
け
跡
か
ら
、一
人
、
二
人
と

起
き
上
がっ
た
市
民
の
不
屈
の
ど
根
性
精
神
と

心
意
気
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
　  

　
　
市

　民

災
害
が

経
営
哲
学
を
教
え
て
く
れ
た

　
店
の
商
品
が
灰
に
な
り
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
て
い
た
と
き
、
お
客
様
か
ら
「
あ
な
た
の

店
が
な
い
と
困
る
」
と
激
励
さ
れ
た
。
企
業
の

社
会
的
責
任
を
教
え
ら
れ
奮
起
し
た
。
商
人

と
し
て
消
費
者
の
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
店
を
目
指
す
…
、
商
人
は
こ
れ
を
生
き
甲

斐
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。  

　
商
店
主

豊
か
で
文
化
の
香
り
高
い

郷
土
を
作
っ
て

　
若
い
人
た
ち
は
先
人
の
歩
い
た
大
地
の
上
に

大
き
な
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。
先
輩
が
実
現
で

き
な
かっ
た
こ
と
を
、
力
を
合
わ
せ
て
具
体
化

し
て
く
だ
さ
い
。
大
火
の
復
興
に
は
た
く
さ
ん

の
人
々
の
善
意
と
犠
牲
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
無
に
し
な
い
た
め
に
も
、
前
へ

前
へ
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
。当

時
の
市
議
会
議
長

忘
れ
な
い
で
。

あ
の
日
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
。

忘
れ
な
い
で
。

あ
の
日
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
。

〜
私
た
ち
の
記
憶
と

　教
訓
を
未
来
へつ
な
ぐ
〜

50
年
前
の
9
月
26
日
、
福
江
大
火
の
被
災
者

は
何
を
体
験
し
、
何
を
考
え
、
何
が
胸
に
刻

ま
れ
た
の
か
？
　そ
の
と
き
の
赤
裸
々
な
思

い
と
教
訓
を
糧
に
し
て
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
の
は
、
私
た
ち
で
す
。
あ
の
よ
う
な

災
害
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
。

復
興
の
証
と
し
て

火
災
復
興
記
念
碑
を

建
立

　
福
江
火
災
復
興
事
業
の
完
成
を
記

念
し
て
、
市
議
会
議
員
に
よ
る
記
念
碑

が
市
庁
舎
前
に
建
立
さ
れ
た
。
復
興
を

成
し
遂
げ
た
市
民
力
を
讃
え
る
碑
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

碑
　
文

長
い
歴
史
に
色
ど
ら
れ
た
城
下
町
福
江
は
、
昭
和

三
十
七
年
九
月
二
十
六
日
の
大
火
に
よ
り
僅
か
数

刻
の
う
ち
に
そ
の
中
心
部
を
失
っ
た
。

多
く
の
市
民
が
被
災
し
、
市
庁
舎
も
そ
の
厄
を

免
れ
得
な
かっ
た
。

あ
ら
た
な
都
市
計
画
は
、
庁
舎
を
こ
の
地
に
定
め
、

英
知
に
富
み
、
勤
労
を
愛
す
る
市
民
は
み
ご
と
に

復
興
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。

市
民
と
共
に
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
き
た
市
議
会

議
員
は
再
び
こ
の
よ
う
な
災
害
の
な
い
こ
と
を
祈

念
し
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
施
設
を
市
民
に
贈
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　昭
和
四
一
年
一
月

　建
立

心
温
ま
る

善
意
の
お
す
そ
分
け

〜
届
け
ら
れ
た
救
援
物
資
を

　三
井
楽
町
火
災
の
被
災
者
へ
〜

　
福
江
大
火
か
ら
数
ヶ
月
後
の
昭
和

３７
年
１２
月
４
日
、
三
井
楽
町
柏
郷
で

火
災
が
発
生
し
、
１１
戸
が
全
焼
。
福

江
市
は
、
全
国
か
ら
届
い
た
救
援
物

資
の一部
を
三
井
楽
の
被
災
者
へ
届
け

た
い
と
福
江
の
被
災
者
に
呼
び
か
け

た
。
福
江
警
察
署
や
多
く
の
被
災
者

か
ら
物
資
の
提
供
が
あ
り
、
三
井
楽

の
被
災
者
へ
贈
っ
た
。

草木一本も見当たらぬ焼け野原、
まるでインカのマチュピチュの

ようなガレキの丘だった。
当時の東町 男性

被災者が大勢だったので
勇気づけられた。全国からの

救援物資に心より感謝。
当時の東町 女性

一夜にして無惨にも焼き払われて、

ただ呆然と焼け跡の煙に戸惑う

人々の姿が痛 し々かった。

当時の密柑町 女性

全国からの救援物資のありがたさ
を忘れてはならない。

よく復興できたと感無量である。
当時の酒屋町 男性

新栄町通り（現在のはたなかビル付近）
※1982 年 7 月に実施したアンケート（福江市大火復興 20 周年記念誌）から抜粋転載しました。
新栄町通り（現在のはたなかビル付近）
※1982 年 7 月に実施したアンケート（福江市大火復興 20 周年記念誌）から抜粋転載しました。

「
ふ
る
さ
と
五
島
」
を
学
ぶ
会
様
に
は
、
昨
年
ま
で
定
期
的
に

福
江
大
火
・
復
興
を
テ
ー
マ
に
民
間
の
視
点
で
防
災
講
座
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
防
災
講
座
を
開
い
て
お
り
ま
し

た
か
。

平
成
２０
年
に
福
江
市
街
地
大
火
前
復
元
模
型
を
見
な
が
ら
、

復
興
に
か
け
た
先
輩
の
情
熱
を
受
け
て
模
型
を
製
作
し
た
こ

と
や
大
火
後
の
町
づ
く
り
を
考
え
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
火

そ
の
も
の
の
風
化
や
体
験
者
の
高
齢
化
を
憂
い
、「
福
江
大
火
と
復
興
」

を
語
り
継
ぎ
、
広
め
よ
う
と
決
意
し
、
講
座
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
大

火
時
は
「
焼
け
な
か
っ
た
こ
と
が
申
し
訳
な
い
」
と
の
思
い
や
、「
大

火
前
の
商
店
街
で
育
て
ら
れ
、
大
き
く
な
っ
た
」
と
の
思
い
が
強
く
あ

り
、
そ
の
恩
返
し
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

福
江
大
火
の
体
験
者
と
し
て
五
島
市
民
へ
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

「
福
江
大
火
・
復
興
」
の
貴
重
な
遺
訓
の
継
承
と
創
造
的
な
発

展
を
願
い
、体
験
文
、感
想
文
、関
係
作
品
、関
係
資
料
の
収
集
・

展
示
・
保
存
と
展
示
保
存
す
る
資
料
室
の
設
置
、
防
災
の
日

の
設
定
、
大
火
前
市
街
地
復
元
模
型
の
活
用
、
大
火
語
り
部
の
記
録
映

像
化
な
ど
の
実
現
を
提
言
し
た
い
。

Q1A1Q2A2 大
火
語
り
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
り
継
ぎ
、広
め
よ
う

　
　「
福
江
大
火
と
復
興
」

　
〜
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　「
ふ
る
さ
と
五
島
」を
学
ぶ
会
〜

丸木方向より（酒屋町通り） 福江教会側より

福
江
市
街
地
大
火
前
復
元
模
型

　〜
江
川
町
　福
江
元
気
館
内
〜

（
解
説
）

　
先
達
が
復
興
に
か
け
て
き
た
情
熱
と
努
力
を
偲
び

な
が
ら
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
願
い
、
過
去
の
街
並

み
を
全
く
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
、
大
火
前
後
の
変
わ

り
様
を
知
って
も
ら
い
た
く
、
模
型
を
製
作
し
た
。

昭
和
５７
年
９
月
２５
日
　
福
江
市
青
年
会
議
所

（一）みどりの色も、あざやかに

　　　焦土に芽ぶく　生命の

　　　日ましに伸びるたくましさ

　　　槌音たかき　わが市に

　　　ああ　復興の鐘が鳴る

　　　　　　　　いろ

しょう  ど          め                   せい めい

 ひ                      の

つち おと                                     まち

                   ふく こう       かね       な

（二）黒潮よせる　友情の

　　　濤にこたえて　勇み立つ

　　　禍かえて　福とする

　　　槌音ひびく　わが市に

　　　ああ、復興の歌が飛ぶ

 くろ  しお                         ゆう じょう

なみ　　　　　　　　　　　　 いさ        た

わざわい　　　　     　　ふく

つち おと                                     まち

                   ふく こう       うた       と

（三）黒雲やぶる　熱と愛

　　　手をとりあって　進み行く

　　　力みなぎる　たのもしさ

　　　槌音たかき　わが市に

　　　ああ、復興の陽がのぼる

 くろ  くも                         ねつ       あい

  て                                            すす       い

ちから

つち おと                                     まち

                   ふく こう        ひ

復興の陽が昇る
ふく こう         ひ        のぼ

詩・童話の西川武治先生
昭和38年3月15日発行　福小しんぶん第93号より転載

福江大火復興50周年記念誌 1112



　当時長崎県下で童話のおじさんとして知られていた西川武治先生が、昭和３７年１０月に大火のおみまいに来られ、子ど
もたちにお話しをした。「復興の陽が昇る」の詩を寄せていただき、励ましと勇気をいただいた。西川先生の「花いっぱい」
の童話は、長崎県の花いっぱい運動の導火線となったと言われている。

「復興の陽が昇る」の詩で勇気をもらう
～当時の小学校の先生～

不
屈
の
ど
根
性
精
神
が
復
興
の
力

　
福
江
の
ま
ち
は
、
国
や
県
、
そ
し
て
全
国

各
地
の
人
々
か
ら
温
か
い
援
助
を
受
け
て
、
離

島
で
は
類
の
な
い
近
代
的
な
都
市
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
復
興
の
力
は
、
焦
土

と
化
し
た
あ
の
焼
け
跡
か
ら
、一
人
、
二
人
と

起
き
上
がっ
た
市
民
の
不
屈
の
ど
根
性
精
神
と

心
意
気
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
　  

　
　
市

　民

災
害
が

経
営
哲
学
を
教
え
て
く
れ
た

　
店
の
商
品
が
灰
に
な
り
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
て
い
た
と
き
、
お
客
様
か
ら
「
あ
な
た
の

店
が
な
い
と
困
る
」
と
激
励
さ
れ
た
。
企
業
の

社
会
的
責
任
を
教
え
ら
れ
奮
起
し
た
。
商
人

と
し
て
消
費
者
の
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
店
を
目
指
す
…
、
商
人
は
こ
れ
を
生
き
甲

斐
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。  

　
商
店
主

豊
か
で
文
化
の
香
り
高
い

郷
土
を
作
っ
て

　
若
い
人
た
ち
は
先
人
の
歩
い
た
大
地
の
上
に

大
き
な
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。
先
輩
が
実
現
で

き
な
かっ
た
こ
と
を
、
力
を
合
わ
せ
て
具
体
化

し
て
く
だ
さ
い
。
大
火
の
復
興
に
は
た
く
さ
ん

の
人
々
の
善
意
と
犠
牲
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
無
に
し
な
い
た
め
に
も
、
前
へ

前
へ
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
。当

時
の
市
議
会
議
長

忘
れ
な
い
で
。

あ
の
日
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
。

忘
れ
な
い
で
。

あ
の
日
の
こ
と
、

復
興
の
こ
と
。

〜
私
た
ち
の
記
憶
と

　教
訓
を
未
来
へつ
な
ぐ
〜

50
年
前
の
9
月
26
日
、
福
江
大
火
の
被
災
者

は
何
を
体
験
し
、
何
を
考
え
、
何
が
胸
に
刻

ま
れ
た
の
か
？
　そ
の
と
き
の
赤
裸
々
な
思

い
と
教
訓
を
糧
に
し
て
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
の
は
、
私
た
ち
で
す
。
あ
の
よ
う
な

災
害
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
。

復
興
の
証
と
し
て

火
災
復
興
記
念
碑
を

建
立

　
福
江
火
災
復
興
事
業
の
完
成
を
記

念
し
て
、
市
議
会
議
員
に
よ
る
記
念
碑

が
市
庁
舎
前
に
建
立
さ
れ
た
。
復
興
を

成
し
遂
げ
た
市
民
力
を
讃
え
る
碑
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

碑
　
文

長
い
歴
史
に
色
ど
ら
れ
た
城
下
町
福
江
は
、
昭
和

三
十
七
年
九
月
二
十
六
日
の
大
火
に
よ
り
僅
か
数

刻
の
う
ち
に
そ
の
中
心
部
を
失
っ
た
。

多
く
の
市
民
が
被
災
し
、
市
庁
舎
も
そ
の
厄
を

免
れ
得
な
かっ
た
。

あ
ら
た
な
都
市
計
画
は
、
庁
舎
を
こ
の
地
に
定
め
、

英
知
に
富
み
、
勤
労
を
愛
す
る
市
民
は
み
ご
と
に

復
興
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。

市
民
と
共
に
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
き
た
市
議
会

議
員
は
再
び
こ
の
よ
う
な
災
害
の
な
い
こ
と
を
祈

念
し
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
施
設
を
市
民
に
贈
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　昭
和
四
一
年
一
月

　建
立

心
温
ま
る

善
意
の
お
す
そ
分
け

〜
届
け
ら
れ
た
救
援
物
資
を

　三
井
楽
町
火
災
の
被
災
者
へ
〜

　
福
江
大
火
か
ら
数
ヶ
月
後
の
昭
和

３７
年
１２
月
４
日
、
三
井
楽
町
柏
郷
で

火
災
が
発
生
し
、
１１
戸
が
全
焼
。
福

江
市
は
、
全
国
か
ら
届
い
た
救
援
物

資
の一部
を
三
井
楽
の
被
災
者
へ
届
け

た
い
と
福
江
の
被
災
者
に
呼
び
か
け

た
。
福
江
警
察
署
や
多
く
の
被
災
者

か
ら
物
資
の
提
供
が
あ
り
、
三
井
楽

の
被
災
者
へ
贈
っ
た
。

草木一本も見当たらぬ焼け野原、
まるでインカのマチュピチュの

ようなガレキの丘だった。
当時の東町 男性

被災者が大勢だったので
勇気づけられた。全国からの

救援物資に心より感謝。
当時の東町 女性

一夜にして無惨にも焼き払われて、

ただ呆然と焼け跡の煙に戸惑う

人々の姿が痛 し々かった。

当時の密柑町 女性

全国からの救援物資のありがたさ
を忘れてはならない。

よく復興できたと感無量である。
当時の酒屋町 男性

新栄町通り（現在のはたなかビル付近）
※1982 年 7 月に実施したアンケート（福江市大火復興 20 周年記念誌）から抜粋転載しました。
新栄町通り（現在のはたなかビル付近）
※1982 年 7 月に実施したアンケート（福江市大火復興 20 周年記念誌）から抜粋転載しました。

「
ふ
る
さ
と
五
島
」
を
学
ぶ
会
様
に
は
、
昨
年
ま
で
定
期
的
に

福
江
大
火
・
復
興
を
テ
ー
マ
に
民
間
の
視
点
で
防
災
講
座
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
防
災
講
座
を
開
い
て
お
り
ま
し

た
か
。

平
成
２０
年
に
福
江
市
街
地
大
火
前
復
元
模
型
を
見
な
が
ら
、

復
興
に
か
け
た
先
輩
の
情
熱
を
受
け
て
模
型
を
製
作
し
た
こ

と
や
大
火
後
の
町
づ
く
り
を
考
え
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
火

そ
の
も
の
の
風
化
や
体
験
者
の
高
齢
化
を
憂
い
、「
福
江
大
火
と
復
興
」

を
語
り
継
ぎ
、
広
め
よ
う
と
決
意
し
、
講
座
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
大

火
時
は
「
焼
け
な
か
っ
た
こ
と
が
申
し
訳
な
い
」
と
の
思
い
や
、「
大

火
前
の
商
店
街
で
育
て
ら
れ
、
大
き
く
な
っ
た
」
と
の
思
い
が
強
く
あ

り
、
そ
の
恩
返
し
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

福
江
大
火
の
体
験
者
と
し
て
五
島
市
民
へ
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

「
福
江
大
火
・
復
興
」
の
貴
重
な
遺
訓
の
継
承
と
創
造
的
な
発

展
を
願
い
、体
験
文
、感
想
文
、関
係
作
品
、関
係
資
料
の
収
集
・

展
示
・
保
存
と
展
示
保
存
す
る
資
料
室
の
設
置
、
防
災
の
日

の
設
定
、
大
火
前
市
街
地
復
元
模
型
の
活
用
、
大
火
語
り
部
の
記
録
映

像
化
な
ど
の
実
現
を
提
言
し
た
い
。

Q1A1Q2A2 大
火
語
り
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
り
継
ぎ
、広
め
よ
う

　
　「
福
江
大
火
と
復
興
」

　
〜
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　「
ふ
る
さ
と
五
島
」を
学
ぶ
会
〜

丸木方向より（酒屋町通り） 福江教会側より

福
江
市
街
地
大
火
前
復
元
模
型

　〜
江
川
町
　福
江
元
気
館
内
〜

（
解
説
）

　
先
達
が
復
興
に
か
け
て
き
た
情
熱
と
努
力
を
偲
び

な
が
ら
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
願
い
、
過
去
の
街
並

み
を
全
く
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
、
大
火
前
後
の
変
わ

り
様
を
知
って
も
ら
い
た
く
、
模
型
を
製
作
し
た
。

昭
和
５７
年
９
月
２５
日
　
福
江
市
青
年
会
議
所

（一）みどりの色も、あざやかに

　　　焦土に芽ぶく　生命の

　　　日ましに伸びるたくましさ

　　　槌音たかき　わが市に

　　　ああ　復興の鐘が鳴る

　　　　　　　　いろ

しょう  ど          め                   せい めい

 ひ                      の

つち おと                                     まち

                   ふく こう       かね       な

（二）黒潮よせる　友情の

　　　濤にこたえて　勇み立つ

　　　禍かえて　福とする

　　　槌音ひびく　わが市に

　　　ああ、復興の歌が飛ぶ

 くろ  しお                         ゆう じょう

なみ　　　　　　　　　　　　 いさ        た

わざわい　　　　     　　ふく

つち おと                                     まち

                   ふく こう       うた       と

（三）黒雲やぶる　熱と愛

　　　手をとりあって　進み行く

　　　力みなぎる　たのもしさ

　　　槌音たかき　わが市に

　　　ああ、復興の陽がのぼる

 くろ  くも                         ねつ       あい

  て                                            すす       い

ちから

つち おと                                     まち

                   ふく こう        ひ

復興の陽が昇る
ふく こう         ひ        のぼ

詩・童話の西川武治先生
昭和38年3月15日発行　福小しんぶん第93号より転載
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僕
は
、
火
に
対
し
て
「
恐
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
っ
て
い
ま

す
。実
際
に「
火
事
」等
は
経
験
し
た
こ
と
も
な
く
、
近
く
で
目

撃
し
た
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。裏
を
返
す
と
、
僕
の
周

り
は「
防
火
」に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か

と
感
じ
も
し
ま
す
。し
か
し
、
い
つ
火
事
が
起
き
て
も
お
か
し
く

は
な
い
こ
の
世
の
中
で
す
。「
火
事
」に
つ
い
て
考
え
れ
ば
考
え
る

ほ
ど
「
恐
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
変
強
く
な
って
く
る
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　「
火
」と
い
う
も
の
は
、人
々
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。し
か
し
、
こ
の
身
近
で
大
切
な「
火
」が

使
い
方
を
わ
ず
か
で
も
誤
る
と「
火
事
」に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
油
断
が
、
ち
ょっ
と
し
た
気
の
緩
み
が
思
い
出
の
品
々

や
住
み
な
れ
た
家
、
ひ
い
て
は
、
大
事
な
人
の
命
ま
で
も
奪
って

し
ま
い
ま
す
。

　「
火
事
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
る
と
き
に
「
福
江
大
火
」
の

D
V
D
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。た
っ
た一
夜
の
出
来
事
な

の
で
す
が
、も
う
も
う
と
大
量
の
煙
を
出
し
て
い
る
様
子
や
全
て

を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
焼
け
野
原
の
画
面
は
涙
が
出
そ
う

な
く
ら
い
悲
し
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。大
火
の
前
は
、
明
る
い

声
が
飛
び
交
い
、
温
か
い
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
画
面
の
中
に
は
、
そ
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。資
料
に
よ
る
と
、
当
時
の
小
学
校
低
学
年
の
少
年
が

作
文
に
、「
怖
い
よ
、怖
い
よ
、怖
い
よ
」と
生
々
し
く
書
い
て
い
た

そ
う
で
す
が
、少
年
の
気
持
ち
を
表
し
た「
怖
い
よ
」と
い
う
こ
と

ば
は
、
火
事
に
よ
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
人
間
の
正
直
な
こ
と
ば

だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、「
福
江
の
街
を
火
が
縦
横
無
尽
に
駆
け

め
ぐ
り
、
全
て
を
焼
き
尽
く
し
た
」と
の
表
現
も
あ
り
ま
し
た
。

疲
れ
切
っ
た
表
情
の
人
々
な
ど
を
見
て
い
る
と
、「
恐
ろ
し
い
」

「
地
獄
」と
い
う
こ
と
ば
が
僕
の
頭
の
中
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
資
料
を
見
な
が
ら一番
驚
い
た
の
は
、
こ
の
福
江
大

火
と
い
う
大
惨
事
で
あ
り
な
が
ら
、「
重
傷
者
」、「
死
者
」が一人

も
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。こ
れ
だ
け
大
き
な
火
事
な
の

に
。学
校
の
避
難
訓
練
の
折
に
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、「
迅
速
な

行
動
」、「
火
も
と
早
く
、遠
く
に
避
難
す
る
」と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
す
。こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
消
防
隊
員
、
各
地
区
の
消
防

団
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。焼

け
た
中
に
は
、民
家
だ
け
で
な
く
、病
院
も
あ
り
ま
す
。入
院
患

者
も
い
た
の
に
、
自
分
で
歩
け
な
い
人
も
い
た
は
ず
な
の
に
と

真
っ
先
に
思
い
ま
し
た
。で
も
、「
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
」
な
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
が
冷
静
に
判
断
し
、
周
囲
の
人
々
を
動
か
し
て
い
た
か

ら
で
き
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。僕
も
中
学
二
年
生
で
す

の
で
、
学
校
の
中
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
る
学
年
で
も
あ
り
ま

す
。行
事
な
ど
で
も
後
輩
を
優
し
く
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
、
避
難
訓
練
を
考
え
る
と
、「
真
剣
に
」、「
現
実

を
想
定
し
て
」
を
頭
の
中
に
入
れ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
火
事
が
起
き
た
場
合
は
、と
い
う
こ
と
は
、避
難
訓
練
な
ど
で

よ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。で
も
、
今
回「
福
江
大
火
」の
資

料
を
見
て
、「
避
難
」で
は
な
く「
防
火
」が
よ
り
大
切
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。火
事
は
全
て
を
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。火

事
の
跡
は
何
も
残
ら
な
い
。こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
「
防
火
」
の

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、僕
の
住
ん
で
い
る
奈
留
島
で
も
、何
年
ぶ
り
か
の
火
事

が
あ
り
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
犠
牲
者
も
出
た
よ
う
で
し
た
。も

の
だ
け
で
な
く
、か
け
が
え
の
な
い「
命
」ま
で
消
し
去
って
し
ま
い

ま
し
た
。本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
僕
は
、資
料
の
中
の
こ
と
ば
で「
命
と
荷
物
と
ど
ち
ら
が
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。僕
は
、
荷
物
よ
り

も「
命
」が
大
切
な
の
は
よ
く
わ
かって
い
ま
す
。で
も
、
思
い
出

の
あ
る
も
の
、
大
切
な
家
族
と
の
思
い
出
の
物
な
ど
あ
き
ら
め

き
れ
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。で
す
の
で
、「
避
難
」で
は
な
く
、「
防

火
」
の
意
識
を
今
以
上
に
高
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
事
で
全
て
を
無
く
す
こ
と
よ
り
も
、
無
く
さ
な
い
努
力
が
大

切
と
思
う
か
ら
で
す
。こ
れ
が
、「
福
江
大
火
」と
い
う
大
惨
事
か

ら
、
僕
が
学
ん
だ
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
先
の
人
生「
防
火
」の
意

識
を
持
って
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

奈
留
中
学
校
二
年

　大
小
田

　拓
光

　「
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
大
火
に
な
って
し
ま
っ
た
の
か
。」

　
新
聞
の
記
事
を
読
ん
で
、
僕
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。た
っ
た一

本
の
た
ば
こ
の
火
が
、
福
江
の
街
を
飲
み
込
む
ほ
ど
の
大
き
な

火
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。か
ん
そ
う
し
た
空
気
や
強

風
、潮
の
干
満
、風
向
き
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
重
な
り
、大

火
事
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
ダ
メ
！
」と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
ゴ
ミ
と
な
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。あ
ん
な
小
さ
な
火
で
も
大
火
事
を
起
こ
す
力
を
持
っ
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。

　
ま
だ
、お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、こ
こ
ま
で
の

大
き
な
火
事
な
の
に
、
亡
く
な
っ
た
人
が一人
も
い
な
かっ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。僕
は
、
そ
の
理
由
を
調
べ
ま
し
た
。そ
れ
は
、ひ
な

ん
ゆ
う
ど
う
が
、
じ
ん
速
に
行
わ
れ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。警
察

署
長
さ
ん
や
市
長
さ
ん
も
ゆ
う
ど
う
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ
の
人
た
ち
は
立
派
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。え
ら
い
人
た

ち
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
こ
と
よ
り
人
の
心
配
が
で
き
る
人
な
ん

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
命
は
助
かって
も
、
そ
の
後
の
街
の
姿
は
と
て
も
無

残
で
し
た
。燃
え
る
も
の
は
す
べ
て
燃
え
て
、
草
木
は一
本
も
な

く
、街
の
中
心
か
ら
海
が
見
え
る
ほ
ど
の
焼
け
野
原
だ
っ
た
そ
う

で
す
。そ
こ
ら
中
か
ら
け
む
り
が
上
がって
、残
り
火
も
く
す
ぶっ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
、
太
陽
の
熱
気
が
加
わ
って
、
も
の
す
ご
い

熱
さ
が
街
を
つつ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
す
べ
て
を
失
っ
た
被
災
者
た
ち
は
、
自
分
の
家
の
あ
っ
た
場
所

で
、た
だ
ぼ
う
然
と
立
って
い
た
り
、
泣
き
ふ
せ
た
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
僕
は
、
そ
の
こ
と
を
知
って
、
と
て
も
む
な
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。僕
も
、
大
切
に
し
て
い
た
お
も
ち
ゃ
が
な
く
な
っ
て
、

悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
も
、こ
ん
な
じ
ょ

う
き
ょ
う
で
は
、
僕
な
ん
か
よ
り
、
何
十
倍
も
悲
し
い
ん
だ
ろ
う

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ま
た
僕
に
と
っ
て
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
後
の
救
援
活
動
で
す
。

　
小
学
校
の
体
育
館
に
災
害
対
策
本
部
を
作
っ
た
こ
と
や
調

査
班
を
編
成
し
て
被
災
者
の
実
態
調
査
や
炊
き
出
し
を
行
っ
た

こ
と
、
長
崎
か
ら
い
ろ
ん
な
人
が
や
って
き
て
救
護
活
動
を
始
め

た
こ
と
な
ど
、
短
い
時
間
で
す
ば
や
く
行
動
し
て
い
く
様
子
を

知
って
、す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
約
一
年
半
前
の
東
北
地
震
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
救
援
活
動
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
い
ま

し
た
。福
江
大
火
の
時
も
、
た
く
さ
ん
の
五
島
の
人
が
協
力
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
こ
と
が
福
江
で
も
あ
っ
て
い
た
ん
だ

な
あ
と
知
っ
て
、
五
島
の
人
た
ち
は
か
っ
こ
い
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
、
自
衛
隊
や
消
防
団
、
地
元
の
青
年
団
や
婦
人

会
、さ
ら
に
は
中
高
生
な
ど
も
復
旧
作
業
に
活
躍
し
て
復
興
意

欲
が
盛
り
上
が
り
、
作
業
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
だ
そ
う
で
す
。僕

は
、
と
き
ど
き
福
江
に
行
き
ま
す
が
、
今
の
福
江
の
街
を
見
て
、

昔
大
火
事
が
あ
っ
た
な
ん
て
と
て
も
思
え
な
い
く
ら
い
建
物
が

な
ら
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、き
れ
い
な
道
路
が
通
って
い
ま
す
。

　
僕
は
、
火
事
の
現
場
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

火
事
の
時
の
こ
わ
さ
や
悲
し
み
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。福
江
大
火
の
こ
と
も
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。福
江
大

火
の
様
子
を
調
べ
て
、火
事
の
ひ
さ
ん
さ
が
す
ご
く
分
か
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
、火
に
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
福
江
大
火
か
ら
早
く
復
興
し
よ
う
と
協
力
し
た

福
江
の
人
の
団
結
力
の
強
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。学
校
で

も
、
よ
く「
協
力
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」と
か
言
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。自
分
自
身
が
本
当
に
友
達
と
協

力
し
て
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
学
校
で
も

家
で
も
、
協
力
し
団
結
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
行
動
し
た
い
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、
僕
も
自
分
た
ち
が
住
む
町
の
た
め
、
必
死

で
が
ん
ば
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

盈
進
小
学
校
六
年

　川
口

　功
竜

福
江
大
火
復
興
50
周
年
記
念

児
童
生
徒
作
品
展

福
江
大
火
の
話
を
聞
い
た
五
島
市
内
の
小
学
五
・
六
年
生
と
中
学
生

を
対
象
に
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
。
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

1
1
2
点
、
作
文
27
点
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
で
す
。

少
し
の
炎
が
全
て
を
奪
う

ポスターの部

優秀賞

作文・中学生の部

優秀賞
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輝
く
未
来
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五
島
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優秀賞

防
火
に
対
す
る
意
識

福
江
大
火
を
知
っ
て

福江中学校一年

柴田　千聖
緑丘小学校五年

近藤　友貴
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僕
は
、
火
に
対
し
て
「
恐
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
っ
て
い
ま

す
。実
際
に「
火
事
」等
は
経
験
し
た
こ
と
も
な
く
、
近
く
で
目

撃
し
た
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。裏
を
返
す
と
、
僕
の
周

り
は「
防
火
」に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か

と
感
じ
も
し
ま
す
。し
か
し
、
い
つ
火
事
が
起
き
て
も
お
か
し
く

は
な
い
こ
の
世
の
中
で
す
。「
火
事
」に
つ
い
て
考
え
れ
ば
考
え
る

ほ
ど
「
恐
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
変
強
く
な
って
く
る
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　「
火
」と
い
う
も
の
は
、人
々
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。し
か
し
、
こ
の
身
近
で
大
切
な「
火
」が

使
い
方
を
わ
ず
か
で
も
誤
る
と「
火
事
」に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
油
断
が
、
ち
ょっ
と
し
た
気
の
緩
み
が
思
い
出
の
品
々

や
住
み
な
れ
た
家
、
ひ
い
て
は
、
大
事
な
人
の
命
ま
で
も
奪
って

し
ま
い
ま
す
。

　「
火
事
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
る
と
き
に
「
福
江
大
火
」
の

D
V
D
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。た
っ
た一
夜
の
出
来
事
な

の
で
す
が
、も
う
も
う
と
大
量
の
煙
を
出
し
て
い
る
様
子
や
全
て

を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
焼
け
野
原
の
画
面
は
涙
が
出
そ
う

な
く
ら
い
悲
し
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。大
火
の
前
は
、
明
る
い

声
が
飛
び
交
い
、
温
か
い
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
画
面
の
中
に
は
、
そ
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。資
料
に
よ
る
と
、
当
時
の
小
学
校
低
学
年
の
少
年
が

作
文
に
、「
怖
い
よ
、怖
い
よ
、怖
い
よ
」と
生
々
し
く
書
い
て
い
た

そ
う
で
す
が
、少
年
の
気
持
ち
を
表
し
た「
怖
い
よ
」と
い
う
こ
と

ば
は
、
火
事
に
よ
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
人
間
の
正
直
な
こ
と
ば

だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、「
福
江
の
街
を
火
が
縦
横
無
尽
に
駆
け

め
ぐ
り
、
全
て
を
焼
き
尽
く
し
た
」と
の
表
現
も
あ
り
ま
し
た
。

疲
れ
切
っ
た
表
情
の
人
々
な
ど
を
見
て
い
る
と
、「
恐
ろ
し
い
」

「
地
獄
」と
い
う
こ
と
ば
が
僕
の
頭
の
中
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
資
料
を
見
な
が
ら一番
驚
い
た
の
は
、
こ
の
福
江
大

火
と
い
う
大
惨
事
で
あ
り
な
が
ら
、「
重
傷
者
」、「
死
者
」が一人

も
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。こ
れ
だ
け
大
き
な
火
事
な
の

に
。学
校
の
避
難
訓
練
の
折
に
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、「
迅
速
な

行
動
」、「
火
も
と
早
く
、遠
く
に
避
難
す
る
」と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
す
。こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
消
防
隊
員
、
各
地
区
の
消
防

団
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。焼

け
た
中
に
は
、民
家
だ
け
で
な
く
、病
院
も
あ
り
ま
す
。入
院
患

者
も
い
た
の
に
、
自
分
で
歩
け
な
い
人
も
い
た
は
ず
な
の
に
と

真
っ
先
に
思
い
ま
し
た
。で
も
、「
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
」
な
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
が
冷
静
に
判
断
し
、
周
囲
の
人
々
を
動
か
し
て
い
た
か

ら
で
き
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。僕
も
中
学
二
年
生
で
す

の
で
、
学
校
の
中
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
る
学
年
で
も
あ
り
ま

す
。行
事
な
ど
で
も
後
輩
を
優
し
く
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
、
避
難
訓
練
を
考
え
る
と
、「
真
剣
に
」、「
現
実

を
想
定
し
て
」
を
頭
の
中
に
入
れ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
火
事
が
起
き
た
場
合
は
、と
い
う
こ
と
は
、避
難
訓
練
な
ど
で

よ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。で
も
、
今
回「
福
江
大
火
」の
資

料
を
見
て
、「
避
難
」で
は
な
く「
防
火
」が
よ
り
大
切
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。火
事
は
全
て
を
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。火

事
の
跡
は
何
も
残
ら
な
い
。こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
「
防
火
」
の

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、僕
の
住
ん
で
い
る
奈
留
島
で
も
、何
年
ぶ
り
か
の
火
事

が
あ
り
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
犠
牲
者
も
出
た
よ
う
で
し
た
。も

の
だ
け
で
な
く
、か
け
が
え
の
な
い「
命
」ま
で
消
し
去
って
し
ま
い

ま
し
た
。本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
僕
は
、資
料
の
中
の
こ
と
ば
で「
命
と
荷
物
と
ど
ち
ら
が
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。僕
は
、
荷
物
よ
り

も「
命
」が
大
切
な
の
は
よ
く
わ
かって
い
ま
す
。で
も
、
思
い
出

の
あ
る
も
の
、
大
切
な
家
族
と
の
思
い
出
の
物
な
ど
あ
き
ら
め

き
れ
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。で
す
の
で
、「
避
難
」で
は
な
く
、「
防

火
」
の
意
識
を
今
以
上
に
高
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
事
で
全
て
を
無
く
す
こ
と
よ
り
も
、
無
く
さ
な
い
努
力
が
大

切
と
思
う
か
ら
で
す
。こ
れ
が
、「
福
江
大
火
」と
い
う
大
惨
事
か

ら
、
僕
が
学
ん
だ
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
先
の
人
生「
防
火
」の
意

識
を
持
って
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

奈
留
中
学
校
二
年

　大
小
田

　拓
光

　「
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
大
火
に
な
って
し
ま
っ
た
の
か
。」

　
新
聞
の
記
事
を
読
ん
で
、
僕
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。た
っ
た一

本
の
た
ば
こ
の
火
が
、
福
江
の
街
を
飲
み
込
む
ほ
ど
の
大
き
な

火
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。か
ん
そ
う
し
た
空
気
や
強

風
、潮
の
干
満
、風
向
き
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
重
な
り
、大

火
事
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
ダ
メ
！
」と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
ゴ
ミ
と
な
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。あ
ん
な
小
さ
な
火
で
も
大
火
事
を
起
こ
す
力
を
持
っ
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。

　
ま
だ
、お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、こ
こ
ま
で
の

大
き
な
火
事
な
の
に
、
亡
く
な
っ
た
人
が一人
も
い
な
かっ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。僕
は
、
そ
の
理
由
を
調
べ
ま
し
た
。そ
れ
は
、ひ
な

ん
ゆ
う
ど
う
が
、
じ
ん
速
に
行
わ
れ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。警
察

署
長
さ
ん
や
市
長
さ
ん
も
ゆ
う
ど
う
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ
の
人
た
ち
は
立
派
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。え
ら
い
人
た

ち
は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
こ
と
よ
り
人
の
心
配
が
で
き
る
人
な
ん

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
命
は
助
かって
も
、
そ
の
後
の
街
の
姿
は
と
て
も
無

残
で
し
た
。燃
え
る
も
の
は
す
べ
て
燃
え
て
、
草
木
は一
本
も
な

く
、街
の
中
心
か
ら
海
が
見
え
る
ほ
ど
の
焼
け
野
原
だ
っ
た
そ
う

で
す
。そ
こ
ら
中
か
ら
け
む
り
が
上
がって
、残
り
火
も
く
す
ぶっ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
、
太
陽
の
熱
気
が
加
わ
って
、
も
の
す
ご
い

熱
さ
が
街
を
つつ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
す
べ
て
を
失
っ
た
被
災
者
た
ち
は
、
自
分
の
家
の
あ
っ
た
場
所

で
、た
だ
ぼ
う
然
と
立
って
い
た
り
、
泣
き
ふ
せ
た
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
僕
は
、
そ
の
こ
と
を
知
って
、
と
て
も
む
な
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。僕
も
、
大
切
に
し
て
い
た
お
も
ち
ゃ
が
な
く
な
っ
て
、

悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
も
、こ
ん
な
じ
ょ

う
き
ょ
う
で
は
、
僕
な
ん
か
よ
り
、
何
十
倍
も
悲
し
い
ん
だ
ろ
う

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ま
た
僕
に
と
っ
て
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
後
の
救
援
活
動
で
す
。

　
小
学
校
の
体
育
館
に
災
害
対
策
本
部
を
作
っ
た
こ
と
や
調

査
班
を
編
成
し
て
被
災
者
の
実
態
調
査
や
炊
き
出
し
を
行
っ
た

こ
と
、
長
崎
か
ら
い
ろ
ん
な
人
が
や
って
き
て
救
護
活
動
を
始
め

た
こ
と
な
ど
、
短
い
時
間
で
す
ば
や
く
行
動
し
て
い
く
様
子
を

知
って
、す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
約
一
年
半
前
の
東
北
地
震
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
救
援
活
動
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
い
ま

し
た
。福
江
大
火
の
時
も
、
た
く
さ
ん
の
五
島
の
人
が
協
力
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
こ
と
が
福
江
で
も
あ
っ
て
い
た
ん
だ

な
あ
と
知
っ
て
、
五
島
の
人
た
ち
は
か
っ
こ
い
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
、
自
衛
隊
や
消
防
団
、
地
元
の
青
年
団
や
婦
人

会
、さ
ら
に
は
中
高
生
な
ど
も
復
旧
作
業
に
活
躍
し
て
復
興
意

欲
が
盛
り
上
が
り
、
作
業
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
だ
そ
う
で
す
。僕

は
、
と
き
ど
き
福
江
に
行
き
ま
す
が
、
今
の
福
江
の
街
を
見
て
、

昔
大
火
事
が
あ
っ
た
な
ん
て
と
て
も
思
え
な
い
く
ら
い
建
物
が

な
ら
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、き
れ
い
な
道
路
が
通
って
い
ま
す
。

　
僕
は
、
火
事
の
現
場
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

火
事
の
時
の
こ
わ
さ
や
悲
し
み
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。福
江
大
火
の
こ
と
も
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。福
江
大

火
の
様
子
を
調
べ
て
、火
事
の
ひ
さ
ん
さ
が
す
ご
く
分
か
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
、火
に
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
福
江
大
火
か
ら
早
く
復
興
し
よ
う
と
協
力
し
た

福
江
の
人
の
団
結
力
の
強
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。学
校
で

も
、
よ
く「
協
力
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」と
か
言
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。自
分
自
身
が
本
当
に
友
達
と
協

力
し
て
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
学
校
で
も

家
で
も
、
協
力
し
団
結
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
行
動
し
た
い
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、
僕
も
自
分
た
ち
が
住
む
町
の
た
め
、
必
死

で
が
ん
ば
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

盈
進
小
学
校
六
年

　川
口

　功
竜

福
江
大
火
復
興
50
周
年
記
念

児
童
生
徒
作
品
展

福
江
大
火
の
話
を
聞
い
た
五
島
市
内
の
小
学
五
・
六
年
生
と
中
学
生

を
対
象
に
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
。
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

1
1
2
点
、
作
文
27
点
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
で
す
。

少
し
の
炎
が
全
て
を
奪
う

ポスターの部

優秀賞

作文・中学生の部

優秀賞
作文・小学生の部

優秀賞

輝
く
未
来
の
五
島

絵画の部

優秀賞

防
火
に
対
す
る
意
識

福
江
大
火
を
知
っ
て

福江中学校一年

柴田　千聖
緑丘小学校五年

近藤　友貴
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新上五島町

福江空港玉之浦出張所

富江出張所

三井楽出張所

奈留出張所

岐宿出張所

荒川温泉

▲岩谷岳

宇久

小値賀
野崎島

有川
鯛ノ浦

奈良尾

奈留町

奈留島

久賀島

田ノ浦町

青方

若松

高速船 1時間25分

フェリー3時間20分

ジェットフォイル 1時間15分

高速船 1時間40分

384

384

飛行場

三
井
楽
町

猪
之
木
町

本
窯
町

玉之浦町

奥浦町

消防本部
消防指令センター
消防救急デジタル無線
防災行政無線
IP 告知放送
J‐アラート
長崎県防災行政無線

箕岳中継局
消防救急デジタル無線
防災行政無線

大瀬山中継局
防災行政無線

八本木中継局
消防救急デジタル無線
防災行政無線

城岳中継局
消防救急デジタル無線

火
の
用
心

火
の
用
心

空港出張所

籠淵町

五島市

福江～田ノ浦～奥浦 福
江
〜
奈
留
島
〜
若
松

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て

大
火
の
教
訓
を

活
か
す

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
発
生
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
今
、
大

火
の
教
訓
を
活
か
し
つ
つ
日
頃
の
備
え
と
新
た
な
取
り
組

み
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
五
島
市
民
が
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
防
災
体
制
の
再
整
備
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
24
年
度
か
ら
、
新
消
防
庁
舎
建
設
の
た
め
の
用
地
取

得
・
造
成
。
本
体
工
事
の
着
工
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消防庁舎外観イメージ図

■新消防庁舎の概要
敷地面積　約 5,797 ㎡
延床面積　約 2,765 ㎡
建設地　県農林試験場跡地

■消防救急無線デジタル化整備事業
基地局　1 カ所
中継局　3 カ所
移動局　車載型無線装置導入 21 台
　　　　携帯型無線装置導入 10 台

■防災行政無線整備事業
親局設備　　　　１カ所
中継局　　　　　3 カ所
再送信子局　 　 　 4 カ所
屋外拡声子局　161 カ所

1 

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業

災
害
活
動
の
拠
点
と
な
る

　
福
江
大
火
後
に
建
て
ら
れ
た
消
防
庁
舎
は
築
47
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
が
激
し
く
さ
ら
に
耐
震
構
造
で
な
い
た
め
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
平
成
25
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
五
島

市
消
防
庁
舎
建
設
立
て
替
え
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

2 

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

よ
り
早
く
現
場
へ
到
着
し
て

不
安
を
解
消

　
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
に
備
え
て
基
地
局
等
の
建

設
工
事
を
行
い
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
を
受
け
、
迅
速
に
関
係
各

所
へ
連
絡
す
る
た
め
の
消
防
救
急
無
線
は
ま
さ
に
、
消
防
活
動
の

命
綱
で
す
。
50
年
前
の
大
火
時
に
県
や
国
か
ら
の
迅
速
な
対
応
が

可
能
だ
っ
た
の
は
、
大
火
の
状
況
を
知
ら
せ
る
無
線
機
を
確
保
で
き

て
い
た
か
ら
で
し
た
。
現
在
の
消
防
救
急
無
線
の
通
信
網
は
、
消

防
本
部（
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）と
消
防
署
本
署
、出
張
所
、消
防
車
、

救
急
車
、
消
防
・
救
急
隊
員
を
結
び
、
現
場
と
の
情
報
の
や
り
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
5
月
末
ま
で
に
全
国
の
消
防
機

関
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3 

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

緊
急
情
報
を
す
ば
や
く

市
民
へ
知
ら
せ
る

　
気
象
情
報
や
災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
素
早
く
一
斉
に

市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。
平

成
24
年
現
在
、
福
江
地
区
の
陸
域
の
ほ
と
ん
ど
は
、
防
災
行
政
無

線
も
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

ビ
ル
火
災
時
に

活
躍
す
る
は
し
ご
車

　
五
島
市
消
防
本
部
に
は
、
主
に
高
所
で
の
消

防
活
動
に
有
効
に
活
用
す
る
は
し
ご
車
が
１
台

整
備
さ
れ
、
様
々
な
救
助
活
動
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
江
大
火
10
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
座

談
会
で
、
大
火
の
教
訓
を
活
か
す
と
同
時
に
ビ

ル
建
設
に
よ
る
火
災
が
危
惧
さ
れ
、
は
し
ご
車

導
入
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
54

年
に
初
め
て
16
m
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
願
い

は
ひ
と
つ
ず
つ
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
・
地
震
・
火
災
・

津
波
発
生
を
想
定
し
た

大
々
的
な

防
災
訓
練
を
実
施

長
崎
県
総
合
防
災
訓
練

　
平
成
22
年
5
月
、五
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
の
地
震
が
発
生
し
、火
災
や
家
屋
倒
壊
で
た

く
さ
ん
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

約
1
、0
0
0
人
が
参
加
し
て
、大
津
埋
立
地
で

大
規
模
な
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。長

崎
県
、五
島
市
、新
上
五
島
町
が
共
同
で
開
催
し
、

救
援
物
資
を
積
ん
だ
自
衛
隊
艦
の
接
岸
、災
害

対
策
本
部
の
設
置
、人
命
救
助
、消
火
、避
難
、

炊
き
出
し
な

ど
、福
江
大
火

時
さ
な
が
ら

に
約
40
種
類

の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

い
の
ち
と
財
産
を
守
る

― 

消
防
３
事
業 

―

3階

2階

1階

防災会議、市民向けの救急講習、防火・防災講習研修会などに
活用できる大会議室を設置。

通信指令室にはデジタル式通信指令装置を設置。
小会議室は、消防団、防火クラブの会議や災害時も対策本部など
として活用できます。

夜間仮眠室を設置。玄関ホールは展示スペースとして活用します。

庁舎の特長

○訓練活動拠点
火災想定実戦放水消火活動の訓練場、はしご車を操
作するための高層訓練や屋上ロープ渡過訓練など、
救助技術訓練に活用します。

防
災
対
策

消防救急無線デジタル化整備事業・防災行政無線整備事業　中継局などの位置

住民の避難誘導訓練

消防団による土のう積訓練
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て

大
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の
教
訓
を

活
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す

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
発
生
す
る
の
か
わ
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ら
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い
今
、
大
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の
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訓
を
活
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し
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つ
日
頃
の
備
え
と
新
た
な
取
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組
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を
実
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す
る
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要
が
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ま
す
。
五
島
市
民
が
安
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に
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る
よ
う
、
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域
防
災
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の
再
整
備
が
始

ま
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す
。
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度
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、
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本
体
工
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と
防
災
行
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無
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の
整
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を
行
っ
て
い
ま
す
。

消防庁舎外観イメージ図

■新消防庁舎の概要
敷地面積　約 5,797 ㎡
延床面積　約 2,765 ㎡
建設地　県農林試験場跡地

■消防救急無線デジタル化整備事業
基地局　1 カ所
中継局　3 カ所
移動局　車載型無線装置導入 21 台
　　　　携帯型無線装置導入 10 台

■防災行政無線整備事業
親局設備　　　　１カ所
中継局　　　　　3 カ所
再送信子局　 　 　 4 カ所
屋外拡声子局　161 カ所

1 

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業

災
害
活
動
の
拠
点
と
な
る

　
福
江
大
火
後
に
建
て
ら
れ
た
消
防
庁
舎
は
築
47
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
が
激
し
く
さ
ら
に
耐
震
構
造
で
な
い
た
め
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
平
成
25
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
五
島

市
消
防
庁
舎
建
設
立
て
替
え
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

2 

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

よ
り
早
く
現
場
へ
到
着
し
て

不
安
を
解
消

　
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
に
備
え
て
基
地
局
等
の
建

設
工
事
を
行
い
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
を
受
け
、
迅
速
に
関
係
各

所
へ
連
絡
す
る
た
め
の
消
防
救
急
無
線
は
ま
さ
に
、
消
防
活
動
の

命
綱
で
す
。
50
年
前
の
大
火
時
に
県
や
国
か
ら
の
迅
速
な
対
応
が

可
能
だ
っ
た
の
は
、
大
火
の
状
況
を
知
ら
せ
る
無
線
機
を
確
保
で
き

て
い
た
か
ら
で
し
た
。
現
在
の
消
防
救
急
無
線
の
通
信
網
は
、
消

防
本
部（
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）と
消
防
署
本
署
、出
張
所
、消
防
車
、

救
急
車
、
消
防
・
救
急
隊
員
を
結
び
、
現
場
と
の
情
報
の
や
り
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
5
月
末
ま
で
に
全
国
の
消
防
機

関
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3 

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

緊
急
情
報
を
す
ば
や
く

市
民
へ
知
ら
せ
る

　
気
象
情
報
や
災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
素
早
く
一
斉
に

市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。
平

成
24
年
現
在
、
福
江
地
区
の
陸
域
の
ほ
と
ん
ど
は
、
防
災
行
政
無

線
も
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

ビ
ル
火
災
時
に

活
躍
す
る
は
し
ご
車

　
五
島
市
消
防
本
部
に
は
、
主
に
高
所
で
の
消

防
活
動
に
有
効
に
活
用
す
る
は
し
ご
車
が
１
台

整
備
さ
れ
、
様
々
な
救
助
活
動
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
江
大
火
10
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
座

談
会
で
、
大
火
の
教
訓
を
活
か
す
と
同
時
に
ビ

ル
建
設
に
よ
る
火
災
が
危
惧
さ
れ
、
は
し
ご
車

導
入
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
54

年
に
初
め
て
16
m
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
願
い

は
ひ
と
つ
ず
つ
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
・
地
震
・
火
災
・

津
波
発
生
を
想
定
し
た

大
々
的
な

防
災
訓
練
を
実
施

長
崎
県
総
合
防
災
訓
練

　
平
成
22
年
5
月
、五
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
の
地
震
が
発
生
し
、火
災
や
家
屋
倒
壊
で
た

く
さ
ん
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

約
1
、0
0
0
人
が
参
加
し
て
、大
津
埋
立
地
で

大
規
模
な
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。長

崎
県
、五
島
市
、新
上
五
島
町
が
共
同
で
開
催
し
、

救
援
物
資
を
積
ん
だ
自
衛
隊
艦
の
接
岸
、災
害

対
策
本
部
の
設
置
、人
命
救
助
、消
火
、避
難
、

炊
き
出
し
な

ど
、福
江
大
火

時
さ
な
が
ら

に
約
40
種
類

の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

い
の
ち
と
財
産
を
守
る

― 

消
防
３
事
業 

―

3階

2階

1階

防災会議、市民向けの救急講習、防火・防災講習研修会などに
活用できる大会議室を設置。

通信指令室にはデジタル式通信指令装置を設置。
小会議室は、消防団、防火クラブの会議や災害時も対策本部など
として活用できます。

夜間仮眠室を設置。玄関ホールは展示スペースとして活用します。

庁舎の特長

○訓練活動拠点
火災想定実戦放水消火活動の訓練場、はしご車を操
作するための高層訓練や屋上ロープ渡過訓練など、
救助技術訓練に活用します。

防
災
対
策

消防救急無線デジタル化整備事業・防災行政無線整備事業　中継局などの位置

住民の避難誘導訓練

消防団による土のう積訓練

福江大火復興50周年記念誌 1516



炎
上
太
鼓 

〜
炎
上
太
鼓
振
興
会
〜

　「
復
興
に
か
け
た
市
民
の
燃
え
上
が
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
後
世
に
伝
え
よ
う
」
と
福
江
市
消

防
団
第
１
分
団
が
集
ま
り
、
太
鼓
の
音
で
そ

の
熱
意
と
心
意
気
を
雄
々
し
く
表
現
す
る
こ

と
に
な
り
、
昭
和
47
年
に
「
火
の
鼓
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
50
年

に
「
炎
上
太
鼓
」
と
改
称
し
、
市
民
団
体
、

炎
上
太
鼓
振
興
会
が
そ
の
活
動
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。

　
曲
は
４
章
で
構
成
。
第
１
章
「
劫
火
の
章
」

は
大
火
の
暗
示
と
出
火
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
、

次
第
に
激
し
く
な
る
火
勢
と
市
民
と
の
闘
い

と
鎮
火
す
る
ま
で
の
様
子
を
音
の
う
ね
り
で

表
現
し
て
い
ま
す
。
第
2
章
「
灰
燼
の
章
」は
、

夜
明
け
と
と
も
に
明
ら
か
に
な
る
焦
土
と
市

民
の
憔
悴
と
落
胆
が
交
錯
す
る
感
情
を
表
現
。

第
3
章
「
黎
明
の
章
」
は
、失
意
か
ら
熱
意
へ
、

明
日
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
市
民
の
心
の
夜

明
け
を
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
奏
で
ま
す
。
第
４

章
「
飛
翔
の
章
」
で
は
、
復
興
へ
の
槌
音
、

建
設
の
響
き
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
市
民
の
熱

意
を
表
し
て
い
ま
す
。

福
江
大
火

復
興
50
周
年

記
念
式
典

人
と
人
と
の
絆・

復
興
の
心
意
気
を

後
世
へ
引
き
継
ご
う

　

平
成
24
年
9
月
２６
日
、
福
江
文
化
会
館
に
て

福
江
大
火
復
興
50
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

約
７
百
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
五
島
消
防
本
部
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
鳴
で
開
会
。

野
口
市
太
郎
市
長
が
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
・

絆
が
避
難
・
救
助
活
動
に
活
か
さ
れ
た
」
と

挨
拶
。
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
の

優
秀
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は
、

「
福
江
大
火
」
の
D
V
D
が
上
映
さ
れ
、
福

江
の
ま
ち
を
襲
っ
た
火
災
の
大
き
さ
と
恐
怖

に
参
加
者
ら
は
感
じ
入
っ
て
い
ま
し
た
。
中
盤
、

炎
上
太
鼓
振
興
会
に
よ
る
炎
上
太
鼓
演
奏

が
行
わ
れ
、
場
内
に
は
勇
壮
な
音
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
最
後
に
、
五
島
市
消
防
団
の
吉

田
統
括
副
団
長
の
掛
け
声
と
と
も
に
「
火
の

用
心
」
三
唱
が
行
わ
れ
、
防
火
に
対
す
る
意

識
と
福
江
大
火
の
経
験
を
後
世
へ
伝
え
る
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
児
童
生
徒
に
よ
る
福
江

大
火
を
題
材
に
し
た
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
感

想
文
、
写
真
も
展
示
。
会
場
外
で
は
毎
年

「
福
江
み
な
と
ま
つ
り
」
に
繰
り
出
し
て
い
る

『
ね
ぶ
た
「
火
消
し
河
童
」』
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

さ
れ
、
会
館
野
外
広
場
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

復
興
に
か
け
る
市
民
の

燃
え
上
が
る
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

太
鼓
に
込
め
て

ご
う 

か

か
い 

じ
ん

れ
い 

め
い

ひ
　
し
ょ
う

つ
ち 

お
と

17
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焼地整地作業
三井楽自衛隊の活躍

　
　
大村、竹松両部隊の出動
・人員　208人　　・期間　9月27日～10月2日
・整地面積　3,497坪　　・整地総排土量　2,403㎥
・危険物除去（十八銀行金庫爆破、煙突除去2、ガラス除

去3、家屋解体3）

地元消防団および奉仕隊の出動
・延作業人員　2,428人　　・灰塵処理面積　31,000坪
・車両（大型ダンプカー 30台、大型三輪車 10台、
　小型三輪車 142台）

その他の主要建物 9月２６日午前中の被災者収容状況
十八銀行、親和銀行、九州相銀、信用組合、郡家病院、
浦医院、虎島医院、井関医院、富井医院、杉山百貨店、
丸川ストア、美松、富久屋旅館、清島旅館

損害見積額
福江大火における損害見積総額は約４０億円である。
損害見積額を建物と内容物に比較してみると

隊員
ブルドーザー

バケット

190人
1台
1台

レッカー 
ダンプカー
大型トラック

1台
5台
3台

収容所名 収容人数
1,200人（入院患者80人）

600人
500人（入院患者150人）
400人（入院患者120人）
300人

9月26日に届いた救援物資
艦艇名 福江入港時間 内　容

おおとり（海上自衛隊）

かささぎ（海上自衛隊）

海竜丸（長崎県）

はっかり（海上自衛隊）

ちくご（海上自衛隊）

潮路丸（九州商船）

主副食、缶詰　500食
毛布540枚、乾パン
8,960食、副食15,024食
県および日赤救援物資
トラック４台分
毛布2,390枚、
乾パン6,080食
物資3,000個、
乾パン
毛布95枚、食料3,111個、
衛生材料432個（長崎新聞より
パン400個、タオル1,000枚）

10:00

11:25

13:00

13:20

15:30

17:30

全国から届いた一般救援物資
米　１梱と10石
麦　3石
うどん　330箱
ラーメン　80梱
パン　2400
クラッカー　50箱
ソーセージ　133
サンマ缶詰　4,397
漬け物　20樽
煮干　292袋
味噌　10樽と35箱
醤油　67ケース890本
塩　2,111袋
ミルク　54箱
ヤクルト　900本
清酒 100箱　小瓶　500本
煙草 791個
衣類（新）　2梱と3,626
衣類（古）　6,228
毛布　17梱と31
タオル　2梱と3,730

運動靴　1,000足
かさ（古）　680
プロパンガス　30セット
火鉢　209
陶器　37梱
バケツ　28
ちり紙　24梱
日用品　3梱
懐中電灯　10箱
薬品　13箱
オルゴール　60個
工芸品　50個
喫煙具　54
ノート　5箱
鉛筆　1,000
文具　31梱
佃煮　6箱
納豆　2箱
お茶　2箱
石けん　4箱
雨具　32

福江小学校
宗 念 寺
観 音 寺
中 野 寺
大 乗 寺

昭和37年9月26日
福江大火
福小へきち集会所に災害対策本部と市役所仮庁舎を設置
10月7日
福江市火災復興土地区画整理事業の建設大臣公示
昭和38年4月26日
外壕公園完成
5月19日
裁判所完成
6月21日
福江税務署完成
7月1日
検察庁・法務局合同庁舎完成
7月12日
福江警察署完成
7月18日
福江拘置所完成
9月26日
福江大火１周年記念行事を挙行
10月22日
福江空港完成
12月14日
福江信用組合完成
昭和39年2月25日
専売公社完成
3月25日
福江市共済組合完成
3月31日
五島支庁舎完成
8月8日
公立五島病院と日赤病院が統合し五島病院の発足が決定
8月25日
福江幼稚園完成
9月18日
福江郵便局完成
9月21日
NHK福江テレビ局完成
12月1日
NBC福江テレビ局完成
昭和40年
消防署庁舎完成（常備消防を設置）
昭和41年
大火後の区画整理により新町界町名を実施

全　　　　　　焼
1 世帯 1 人当 1 世帯 1 人当そ　の　他

半　　　焼
配　分　額

5,000

11,000

3,000

2,500

3,000

間借人、ほか
  2,000

間借人、ほか
  3,000

店 舗、家 主
10,000

2,500

5,500

1,500

1,000

1,500

11,090,000 円

15,124,000 円

第 1 回
３７年１０月１９日
第 2 回

３７年１２月２１日
第 3 回
３８年１０月２４日

消火に動員した設備と団員数

被災状況

おもな焼失建物の焼失坪数と損害額
主要官分署の焼出建物総坪数は2,423.8坪、損害総額は４億5,000万円。

被災面積
被災戸数
被災世帯
被災人員
死　　者

13.2ha
全焼 ５９６戸
全焼 ７９７世帯
３,９３６人
０人

半焼 ８戸
半焼 １４世帯

出動区分 福江市消防団
４台

２４台
７３５人

他町の応援 合　計
０台

２５台
８１０人

４台
４９台

１,５４５人

消 防 自 動 車
小型動力ポンプ
団 　 員 　 数

461.0坪　3,000万円
45.8坪　　160万円
34.5坪　　138万円
87.3坪　　175万円
60.3坪　　180万円

194.0坪
190.0坪
189.0坪
143.0坪
99.0坪

666.０坪
64.０坪
70.0坪

120.0坪

市 役 所 庁 舎
市 立 幼 稚 園
市 消 防 車 車 庫
公 設 小 売 市 場
市 立 武 道 場
長崎県五島支庁
福 江 税 務 署
福 江 警 察 署
福 江 郵 便 局
福 江 専 売 公 社
公 立 五 島 病 院
五 島 教 育 会 館
県農業協同組合
私立双葉幼稚園

区 分 損 害 見 積 額
内 容 物建 物 計

世
帯
数

商

業

関

係

公

共

施

設

官 公 署

病院及び診療所

一 般 住 宅
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407

35

113
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11

37
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47
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9,810 5,811

30,000 15,000

10,500 22,500

48,840建　物

内容物 51,600

39,1809,100

16,950 20,869

8,020

36,000

2,300

5,010

40,50011,100

10,600

3,210

3,000
26,700

100

720

1,500

衣 類 品 店

食 料 品 店

日用雑貨店

薬 品 化 粧

機 械 建 材
家 庭 金 物

旅 館

サービス業

・・・その他

水 道

道 路

九 州 電 力

電 信 電 話

損 害 見 積 総 額

万円
45,000

万円
33,000

万円
29,700

万円
13,810

万円
51,600

万円
7,310

万円
11,620

万円
37,819

万円
48,280

万円
100,440

万円
15,621

万円
3,320

179,500万円811 214,700万円 397,520万円

復興資金へ
（4.4％）1,407,207

商工会議所へ
（2.3％）720,523

高校生へ
（2.2％）707,849

児童救済へ
（1.4％）451,000

その他
（0.4％）105,950

市役所職員へ
（0.7％）222,400

一般見舞金
（88.6％）
28,028,309

総　額
31,643,238
　　　円

復興年表 見舞金配分状況
・福江市からの見舞金（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円
　半焼　1世帯　3,000円
・日本赤十字社からの見舞金は278万円（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円　　557世帯　2,785,000円
　半焼　1世帯　2,500円　　　 5世帯　　 12,500円
・義損金受入および配分

一般見舞金配分額（全国からの一般見舞金は約2,800万円）

受入額
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消防団員

熱いっ！
首すじを熱風が襲う！
雨戸を盾に消火活動！

人命救助に
最善を尽くせ！

入院患者を
安全な場所へ移せ!

警察署長

サーッと火の柱が通
り抜け、

市役所が焼けたあ
の凄まじ

い恐ろしさが忘れら
れない。

市　民

ガスが爆発するぞ、
早く避難しろ！
消防団員

警察署長

新栄町、本町も危険。
すぐに避難せよ。

命が大事か、物が大事か！

　
昭
和
37
年
9
月
２６
日
未
明
、東
浜
町（
現・丸
木
橋

付
近
）か
ら
出
火
。浜
か
ら
吹
き
上
げ
る
海
風
に
よ
り
、

炎
は
ま
た
た
く
ま
に
市
街
地
へ
広
が
っ
た
。夜
空
を

真
っ
赤
に
染
め
た
火
の
海
は
、商
店
街
か
ら
官
公
庁
ま
で

市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
を
飲
み
込
ん
で
焼
つ
く
し
、県
下

で
は
戦
後
最
大
の
火
災
と
な
って
し
ま
っ
た
。

押
し
寄
せ
る
火
の
海
の
中
を

逃
げ
惑
う
者
、泣
き
叫
ぶ
者
、

半
狂
乱
で
助
け
を
求
め
る
者
、

ま
る
で
地
獄
絵

写真キャプション

炎
上
6
時
間
。

そ
の
と
き
何
が
！

波
浪
注
意
報
下
の
強
風

（
最
大
風
速
12
m
）

東
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町

大
波
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岸
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り

旧
九
州
商
船
倉
庫
付
近
で
出
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サ
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ン
吹
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団
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市
役
所
宿
直
員
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災
通
報
を
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団
員
、火
災
現
場
到
着

放
水
開
始

石
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り

火
柱
が
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つ

消
防
団
長・市
長・

警
察
署
長
で
酒
屋
町
に

警
備
本
部
を
設
置

東
浜
町
、酒
屋
町
、

上
町
、萬
町
、新
町
、延
焼

破
壊
消
防
断
念

県
警
本
部
へ
電
話
連
絡

以
降
は
パ
ト
カ
ー
無
線
の
み

県
が
災
害
救
助
法
を

適
用
し
救
援
活
動
開
始

公
立
五
島
病
院
延
焼

五
島
支
庁
延
焼 県

、県
庁
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置

海
上
保
安
部
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江
海
上
保
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行
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、

福
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、延
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一
滴
の
水
も
出
な
い

福
江
警
察
署
に
延
焼

サイレンを鳴らす消防車に飛び
乗り、現場に到着し水利を海に
求めたが干潮のため十分な海
水が取れず、スコップで掘り下
げてやっと平常の水圧になった。

消防団員

パリパリという音に目が覚め、

戸の隙間から外を見るとすぐ

横に火が見えたので、急いで

身支度した。停電になり何も

持ち出せなかった。

市　民

父と母に起こされパジャマを着

たまま、目の前の五島高校へ

避難した。母は慌てて家族の

枕だけを風呂敷に包みうろうろ

していた。

市　民

兄弟宅へ消火の応援へ行っ
たが、我家が危ないと気づ
いたときにはもう交通遮断
されて持出し品はゼロ。

市　民

燃え上がる建物、市役所か

夜空を焦がす
炎と煙が立ちこめる市街地

出火元と思われる旧九州商船倉庫付近

アッと気づいたときの火の
手の回りが早かった。まさ
かと思ううちにすごい音で火
の手が迫ってきた。

市　民

福江教会に迫る火の粉

次第に勢いを増す火は街を次々に飲み込んでいった

堀
町
、東
町
、本
町
、北
町
、延
焼

郵
便
局
、税
務
署
、市
役
所
消
失

1962年
9月26日
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焼地整地作業
三井楽自衛隊の活躍

　
　
大村、竹松両部隊の出動
・人員　208人　　・期間　9月27日～10月2日
・整地面積　3,497坪　　・整地総排土量　2,403㎥
・危険物除去（十八銀行金庫爆破、煙突除去2、ガラス除

去3、家屋解体3）

地元消防団および奉仕隊の出動
・延作業人員　2,428人　　・灰塵処理面積　31,000坪
・車両（大型ダンプカー 30台、大型三輪車 10台、
　小型三輪車 142台）

その他の主要建物 9月２６日午前中の被災者収容状況
十八銀行、親和銀行、九州相銀、信用組合、郡家病院、
浦医院、虎島医院、井関医院、富井医院、杉山百貨店、
丸川ストア、美松、富久屋旅館、清島旅館

損害見積額
福江大火における損害見積総額は約４０億円である。
損害見積額を建物と内容物に比較してみると

隊員
ブルドーザー

バケット

190人
1台
1台

レッカー 
ダンプカー
大型トラック

1台
5台
3台

収容所名 収容人数
1,200人（入院患者80人）

600人
500人（入院患者150人）
400人（入院患者120人）
300人

9月26日に届いた救援物資
艦艇名 福江入港時間 内　容

おおとり（海上自衛隊）

かささぎ（海上自衛隊）

海竜丸（長崎県）

はっかり（海上自衛隊）

ちくご（海上自衛隊）

潮路丸（九州商船）

主副食、缶詰　500食
毛布540枚、乾パン
8,960食、副食15,024食
県および日赤救援物資
トラック４台分
毛布2,390枚、
乾パン6,080食
物資3,000個、
乾パン
毛布95枚、食料3,111個、
衛生材料432個（長崎新聞より
パン400個、タオル1,000枚）

10:00

11:25

13:00

13:20

15:30

17:30

全国から届いた一般救援物資
米　１梱と10石
麦　3石
うどん　330箱
ラーメン　80梱
パン　2400
クラッカー　50箱
ソーセージ　133
サンマ缶詰　4,397
漬け物　20樽
煮干　292袋
味噌　10樽と35箱
醤油　67ケース890本
塩　2,111袋
ミルク　54箱
ヤクルト　900本
清酒 100箱　小瓶　500本
煙草 791個
衣類（新）　2梱と3,626
衣類（古）　6,228
毛布　17梱と31
タオル　2梱と3,730

運動靴　1,000足
かさ（古）　680
プロパンガス　30セット
火鉢　209
陶器　37梱
バケツ　28
ちり紙　24梱
日用品　3梱
懐中電灯　10箱
薬品　13箱
オルゴール　60個
工芸品　50個
喫煙具　54
ノート　5箱
鉛筆　1,000
文具　31梱
佃煮　6箱
納豆　2箱
お茶　2箱
石けん　4箱
雨具　32

福江小学校
宗 念 寺
観 音 寺
中 野 寺
大 乗 寺

昭和37年9月26日
福江大火
福小へきち集会所に災害対策本部と市役所仮庁舎を設置
10月7日
福江市火災復興土地区画整理事業の建設大臣公示
昭和38年4月26日
外壕公園完成
5月19日
裁判所完成
6月21日
福江税務署完成
7月1日
検察庁・法務局合同庁舎完成
7月12日
福江警察署完成
7月18日
福江拘置所完成
9月26日
福江大火１周年記念行事を挙行
10月22日
福江空港完成
12月14日
福江信用組合完成
昭和39年2月25日
専売公社完成
3月25日
福江市共済組合完成
3月31日
五島支庁舎完成
8月8日
公立五島病院と日赤病院が統合し五島病院の発足が決定
8月25日
福江幼稚園完成
9月18日
福江郵便局完成
9月21日
NHK福江テレビ局完成
12月1日
NBC福江テレビ局完成
昭和40年
消防署庁舎完成（常備消防を設置）
昭和41年
大火後の区画整理により新町界町名を実施

全　　　　　　焼
1 世帯 1 人当 1 世帯 1 人当そ　の　他

半　　　焼
配　分　額

5,000

11,000

3,000

2,500

3,000

間借人、ほか
  2,000

間借人、ほか
  3,000

店 舗、家 主
10,000

2,500

5,500

1,500

1,000

1,500

11,090,000 円

15,124,000 円

第 1 回
３７年１０月１９日
第 2 回

３７年１２月２１日
第 3 回
３８年１０月２４日

消火に動員した設備と団員数

被災状況

おもな焼失建物の焼失坪数と損害額
主要官分署の焼出建物総坪数は2,423.8坪、損害総額は４億5,000万円。

被災面積
被災戸数
被災世帯
被災人員
死　　者

13.2ha
全焼 ５９６戸
全焼 ７９７世帯
３,９３６人
０人

半焼 ８戸
半焼 １４世帯

出動区分 福江市消防団
４台

２４台
７３５人

他町の応援 合　計
０台

２５台
８１０人

４台
４９台

１,５４５人

消 防 自 動 車
小型動力ポンプ
団 　 員 　 数

461.0坪　3,000万円
45.8坪　　160万円
34.5坪　　138万円
87.3坪　　175万円
60.3坪　　180万円

194.0坪
190.0坪
189.0坪
143.0坪
99.0坪

666.０坪
64.０坪
70.0坪

120.0坪

市 役 所 庁 舎
市 立 幼 稚 園
市 消 防 車 車 庫
公 設 小 売 市 場
市 立 武 道 場
長崎県五島支庁
福 江 税 務 署
福 江 警 察 署
福 江 郵 便 局
福 江 専 売 公 社
公 立 五 島 病 院
五 島 教 育 会 館
県農業協同組合
私立双葉幼稚園

区 分 損 害 見 積 額
内 容 物建 物 計

世
帯
数

商
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関

係
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施
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病院及び診療所

一 般 住 宅
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407

35

113
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47

1,000

9,810 5,811

30,000 15,000

10,500 22,500

48,840建　物

内容物 51,600

39,1809,100

16,950 20,869

8,020

36,000

2,300

5,010

40,50011,100

10,600

3,210

3,000
26,700

100

720

1,500

衣 類 品 店

食 料 品 店

日用雑貨店

薬 品 化 粧

機 械 建 材
家 庭 金 物

旅 館

サービス業

・・・その他

水 道

道 路

九 州 電 力

電 信 電 話

損 害 見 積 総 額

万円
45,000

万円
33,000

万円
29,700

万円
13,810

万円
51,600

万円
7,310

万円
11,620

万円
37,819

万円
48,280

万円
100,440

万円
15,621

万円
3,320

179,500万円811 214,700万円 397,520万円

復興資金へ
（4.4％）1,407,207

商工会議所へ
（2.3％）720,523

高校生へ
（2.2％）707,849

児童救済へ
（1.4％）451,000

その他
（0.4％）105,950

市役所職員へ
（0.7％）222,400

一般見舞金
（88.6％）
28,028,309

総　額
31,643,238
　　　円

復興年表 見舞金配分状況
・福江市からの見舞金（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円
　半焼　1世帯　3,000円
・日本赤十字社からの見舞金は278万円（37年9月29日支給）
　全焼　1世帯　5,000円　　557世帯　2,785,000円
　半焼　1世帯　2,500円　　　 5世帯　　 12,500円
・義損金受入および配分

一般見舞金配分額（全国からの一般見舞金は約2,800万円）

受入額
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あとがき
　福江の中心市街地のほとんどを一夜にして焼き尽くした
福江大火。あの日から50年の歳月が経ちました。ガレキの
上でほこりにまみれ、焦土から新しい街づくりへ先人たち
は英知と努力を結集し、幾多の試練を乗り越え再び、美し
い郷土を作り上げてきました。
　この大火は、福江の町並みが近代化され、生まれ変わる
転機であったとはいえ、その代償はあまりにも大きく、永
久に市民の心から消えることはないでしょう。
　しかしながら、半世紀を経た今日、直接の被災者は減少
し、大火そのものが風化しつつあります。この50周年を機
会に、当時の被災関係資料や節目ごとに発刊してきた福江
大火復興記念誌を紐解き、「50年前のあのとき、何が起こっ
ていたのか」や復興にかけた思いを紹介して、次の世代を
担う子供たちに語り継いで、防災・減災の認識を高めてい
きたいと思います。
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9.26
50年前のあのとき、
何が起こっていたのか？
9.26の24時間を追う

半世紀を節目に
生まれ変わる防災都市
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跡

特  集

親和銀行通り親和銀行通り

印　 刷／（株）昭和堂五島営業所
　　　　  〒853-0044　長崎県五島市堤町1432　
　　　　  ＴＥＬ.0959-72-2141

発 行 日／平成２５年3月31日
編集・発行／五島市消防本部
　　　　  〒853-0007　長崎県五島市福江町1-2　
　　　　  ＴＥＬ.0959-72-6513

　福江大火後、市民は自衛隊、県や国、全国各地の人々から温かい援助を受け、
復興を目指して立ち上がりました。厳しい状況の中で血のにじむような努力を重ね、
近代的な装いの都市として再生を成し遂げました。
　大火当時、市民の間に「絆」がしっかりと存在していたお陰で、死者は一人も出ませ
んでした。五島市は、この「絆」を大切にしながら、「自分の身は自分で守る」「自分たち
の町は自分たちで守る」という理念のもと、一人ひとりの自覚に根差した「自助」、信頼関
係とつながりによる「共助」、地域防災力を支援する「公助」の連携によって「減災」のま
ちづくりを押し進めてまいります。
　福江大火50年目にあたる平成24年を「地域防災体制の再整備元年」と位置づけ、
市民や地域の防災意識を高める様々な施策を展開してまいります。焦土と化した中心
商店街が復興を成し遂げたことを思い起こし、今後の商店街の再生、活性化の契機に
していただきたいと考えております。
　いま一度、先人の努力に深く感謝するとともに、五島市が市民のみなさまとともに知恵
を出し合いながら、地域のにぎわいや元気を取り戻すことを誓い、未来へのメッセージと
いたします。

福江大火復興50周年記念式典未来へのメッセージ  より

平成24年9月26日
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